
主な内容
・・・・・・・・・・・ 2-6

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7-15
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16-17

・・・・・・・・・・・・・・18-19
・・・ 20-21

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22-25
・・・・・・・・・・・・・・・ 26-27

・・・・・・・ 28-29
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30-33

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34
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　３月２８日㈪、松代保育園で卒園式が行われました。１人ずつ園長
先生から卒園証書を受け取り、小学校へと巣立っていく２６人の卒園
児たち。未来に向かい、ますます明るく元気に成長していくことを心
より願っています。

　３月２８日㈪、松代保育園で卒園式が行われました。１人ずつ園長
先生から卒園証書を受け取り、小学校へと巣立っていく２６人の卒園
児たち。未来に向かい、ますます明るく元気に成長していくことを心
より願っています。

３月２８日㈪、松代保育園で卒園式が行われました。１人ずつ園長３月２８日㈪、松代保育園で卒園式が行われました。１人ずつ園長３月２８日㈪、松代保育園で卒園式が行われました。１人ずつ園長３月２８日㈪、松代保育園で卒園式が行われました。１人ずつ園長

たくさんの温かさに包まれながらたくさんの温かさに包まれながらたくさんの温かさに包まれながら
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　保育園に入園している児童の居住する家屋

（借家・アパート含む）が地震により著しい

損害を受けた場合、保育料が減免されます。

　対象の保育料は、認可保育所保育料とへき

地保育所保育料です。

　損害の程度は、被災証明書の記載「全壊」「大

規模半壊」「半壊」が対象です。

損害の程度
軽減または
免除の割合

減免期間

家屋が全壊
または大規模半壊

全額免除
６か月

（４〜９月分）

家屋が半壊 半額免除
６か月

（４〜９月分）

■問合せ：子育て支援課保育園係　☎757-9169

保育料減免のお知らせ ●各種証明書を交付しています

　市では３月12日㈯に発生した長野県北部地震に関

する、以下の証明書を交付しています。

①り災証明書

　災害発生時に市内に在住していた人に対して、り災

した事実を証明するもので、税務課及び各支所市民課

窓口で交付しますので、印鑑を持参してください。

②被災証明書

　災害による家屋の被害程度（一部損壊、半壊など）

を証明するもので、税務課による家屋被害認定調査後

に交付します。

　ただし、外壁や内壁にひび割れがわずかに生じてい

るような軽微な被害（一部損壊）を証明する被災証明

書については、被害写真を確認のうえ交付します。詳

しくは下記担当へ問い合わせてください。

●償却資産の被災調査をしています

　事業主で長野県北部地震により家屋が倒壊するなど

し、償却資産（事業用資産）が滅失、損壊した場合は

下記まで申し出てください。なお、減価償却を行って

いる資産であっても、家屋及び車輌については申し出

てもらう必要はありません。

■問合せ：税務課家屋資産税係　☎757-3728

長野県北部地震に関するお知らせ

　
巨
大
地
震
と
津
波
に
よ
り
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
放
射
能

漏
れ
事
故
が
発
生
し
、
不
安
を
感
じ
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
放
射
能

は
目
に
見
え
ず
、
臭
い
も
な
い
の
で
、

対
応
に
は
正
し
い
知
識
と
正
確
な
情
報

を
基
に
行
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
今
回
の
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害
発
生
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受
け
、
次
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お
り
放
射
線
監
視
体
制

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

■
大
気
中
（
空
間
）

　
既
設
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
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辺
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
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に

追
加
し
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県
内
の
広
い
範
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対
象
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し
た
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搬
型
モ
ニ
タ
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ン
グ
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ス
ト

６
か
所
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新
た
に
設
置
し
、
放
射
能
濃

度
の
測
定
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行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
市
に
隣
接
す
る
南
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沼
市
な
ど
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測
定
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県
ホ
ー
ム
ペ
ー
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で
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さ

れ
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定
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健
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ま
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た
く
影
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な
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と
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っ
て
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す
。
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道
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川
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道
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か
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微
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ま
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京
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福
島
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子
力
発
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放
射
能
漏
れ
事
故
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つ
い
て
の
お
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た
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、
飲
食
物
摂
取
制
限
に
関
す
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標
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回
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
３
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放

射
性
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射
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出
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れ
ま
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で
し
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。

■
農
産
物

　
３
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28
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流
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て
い
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う
れ
ん
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松
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ど
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査
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と
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ろ
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す
べ
て
の
農
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で
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制
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下
回
っ

て
い
ま
し
た
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■
気
を
つ
け
た
い
こ
と

　
テ
レ
ビ
な
ど
の
情
報
は
、
専
門
家
の

意
見
も
踏
ま
え
て
報
道
さ
れ
て
い
る
の

で
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信
頼
で
き
る
内
容
で
す
。
不
正
確

な
情
報
に
よ
り
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な

報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
冷
静
に
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

　
放
射
線
濃
度
測
定
値
は
、
報
道
発
表

さ
れ
る
と
と
も
に
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
新
潟
県
防
災
ポ
ー
タ
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」（h

ttp
://

w
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o
u

s
a
i.p

re
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a
ta
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/
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n
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n
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l

）
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　
防
災
安
全
課
☎
７
５
７
―
３
１
９
７

制度名 長野県北部地震による一部損壊住宅修繕補助制度（新設） 住宅リフォーム補助制度

補助対象者

　市内に居住し、地震で一部損壊と判定され

た住宅を修繕する人。

※確認には被災証明書が必要

　市内に居住し、自らの住宅をリフォー

ムする人。

補助対象工事
　地震で損傷を受けた箇所の修繕。

※施工は市内の業者に限ります

　一般的な住宅リフォーム工事。

※火災警報器の設置が条件

※施工は市内の業者に限ります

補助金額など 上限20万円（工事費の20％）
　上限10万円（工事費の20％）ただし、

20万円以上の工事費に限ります。

申請受付(期間) ５月10日㈫〜９月30日㈮ ４月13日㈬から申請受け付け開始

工事完了報告期限 平成24年３月30日㈮ 平成23年12月28日㈬

その他

○住宅リフォーム補助制度の併用は不可

○震災により半壊以上と判定された住宅につ

いては、国の「被災者生活再建支援制度」

や国・県の「住宅応急修理制度」を活用し

てください。

　長野県北部地震による一部損壊住宅修

繕補助制度との併用は不可。

新設の一部損壊住宅修繕補助制度と住宅リフォーム補助制度の比較

　長野県北部地震で被災した住宅のうち、半壊以上の判定を受けたものについては、国・県の被災者生活

再建支援制度と住宅応急修理制度を利用することができます。

　しかし、一部損壊と判定された住宅については、既存の公的な支援策がないことから、市としてこれら

の住宅を対象に従来の「住宅リフォーム補助金（市報３月25日号紹介）」とは別に新たな補助制度を創設

します。

〈長野県北部地震による一部損壊住宅修繕補助制度〉

対象の建物：長野県北部地震で一部損壊と判定された住宅

対象の工事：地震で損傷を受けた部分の修繕　　補助金額：上限20万円（工事費の20％）

受付期間：５月10日㈫〜９月30日㈮　　その他：住宅リフォーム補助金との併用はできません

■問合せ：都市計画課建築住宅係　☎757-9935

一部損壊住宅修繕費補助制度の創設について
長野県北部地震による

　
申
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市
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④
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⑤
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⑤
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７
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５
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介
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５
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７
５
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⑥
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５
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十日町市の 機構（本庁）
市役所本庁・支所の各課・係への電話は、直通電話をご利用ください
（各課・係の表示が直通電話番号です）
本庁舎及び本町分庁舎内の各課へは代表番号☎757-3111からも取り次ぎできます

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の
☎には市外局番025が必要です

議　会 議　　事　　係
庶　　務　　係

（☎757-3119）議会事務局長　市川　講

家屋資産税係
土地資産税係

（☎757-3728）

市　民　税　係（☎757-3716）
管 理 収 納 係（☎757-3113）

（課長：村山正二）■税　務　課

交 通 防 犯 係
防 災 安 全 係

（☎757-3197）（課長：齊藤　勝）■防災安全課

契 約 検 査 係（☎757-3114）
管　　財　　係（☎757-9914）
財　　政　　係（☎757-3114）

（課長：高橋勝芳）■財　政　課

行 政 管 理 係（☎757-9913）
情報システム係（☎757-3196）
市役所改革推進係
人　　事　　係（☎757-9787）

（課長：相崎芳則）■総　務　課

協 働 推 進 係（☎757-3693）
広 報 広 聴 係（☎757-3112）
企 画 政 策 係（☎757-3193）
秘　　書　　係

（課長：大津善彦）■企画政策課

総
務
部
長

　南
雲

　晃

◇川 西 診 療 所（所長　遠藤信也）　　（☎768-2034）
◇倉 俣 診 療 所（所長　大石　晋）　　（☎763-2147）
◇中里歯科診療所（所長　上原重親）　　（☎763-2488）
◇室 野 診 療 所（所長　大石　晋）　　（☎598-2101）
◇松之山診療所（所長　登坂尚志〈嘱託〉）（☎596-2240）

■国保診療所

建 設 推 進 係（☎757-3187）（室長：宮　正朗）
■地域中核病院
　建設推進室

成 人 保 健 係（☎757-9764）
母 子 保 健 係（☎757-9759）

（課長：越村範子）■健康支援課

衛 生 業 務 係
環 境 企 画 係（☎752-3924）（課長：柳　利彦）■環境衛生課

保　　育　　園
保　育　園　係（☎757-9169）

子育て支援係（☎757-3719）
（課長：押木　仁）■子育て支援課

国　　保　　係（☎757-3735）

市 民 年 金 係
（☎757-3116）

　　　　　　　（☎757-3748）※年金関係（課長：高橋義孝）■市民生活課

おとしより相談係（☎757-9758）
介 護 保 険 係（☎757-3757）
援　　護　　係（☎757-9739）
障がい福祉係（☎757-3782）
高 齢 福 祉 係（☎757-9758）

（課長：大島利夫）■福　祉　課

市
民
福
祉
部
長

　尾
身
晴
夫

雇 用 開 発 係（☎757-3139）

商 工 振 興 係
（☎757-3740）※消費生活相談

　　　　　　　（☎757-3190）（課長：江口　登）■産業振興課

芸術祭企画係（☎757-2637）
観光リゾート係
観 光 企 画 係（☎757-3100）

（課長：渡辺正範）■観光交流課

林 政 農 災 係（☎757-9917）
農 地 整 備 係（☎757-9926）
農 業 振 興 係（☎757-9922）
農 業 企 画 係（☎757-3120）

（課長：森　　治）■農　林　課

６次産業振興係
産業観光企画係（☎757-3691）（課長：富井　敏）■産業観光企画課

産
業
観
光
部
長

　山
岸

　航

出　　納　　係（☎757-3708）
（会計管理者：
　　 　富井英雄）■会　計　課

下水道維持係
下水道建設係
水 道 維 持 係
水 道 建 設 係（☎757-3115）

お　客　様　係
事　　務　　係

（局長：貴田幸吉）■上下水道局

（室長：池田克也）
■信濃川・清津川
　対策室

（☎757-3198）

地 籍 調 査 係（☎757-3342）
区 画 整 理 係（☎757-3150）
建 築 住 宅 係（☎757-9935）
都 市 計 画 係（☎757-9937）

（課長：桾澤伸司）■都市計画課

用　　地　　係（☎757-9946）
維　　持　　係（☎757-9932）
土　　木　　係（☎756-5012）
監　　理　　係（☎757-3117）

（課長：樋口則雄）■建　設　課

建
設
部
長

　柴
田
芳
雄

監　査　委　員 ■監査委員事務局 （局長：村山一栄）（☎757-3692）

選挙管理委員会 ■選挙管理委員会事務局 （局長：村山一栄）（☎757-3191）

農 業 委 員 会 ■農業委員会事務局 （局長：齋木辰男）

松之山事務所（☎596-3132）
松 代 事 務 所（☎597-2222）
川 西 事 務 所（☎768-4951）
十日町事務所（☎757-3286）
農　　地　　係　　　　　　　中里庁舎に設置
庶　　務　　係

（☎763-2515）
中里庁舎に設置

■博　　物　　館

■文化財課 （課長：平野　勝）

■教 育 セ ン タ ー

■理科教育センター

■学校給食センター

■視聴覚ライブラリー

■情　　報　　館

■小学校・中学校

■森の学校キョロロ

（博物館館長：平野　勝）　　　（☎757-5531）

（教育センター長）　　　　　　（☎756-5011）川西庁舎に設置

（理科教育センター長）　　　　（☎752-4632）

（学校給食センター長）

（視聴覚ライブラリー館長）

（情報館長（図書館長）：齋木文夫）（☎750-5100）

（森の学校キョロロ
　館長：村山　暁〈嘱託〉）

業務係（☎595-8311）

中 条 公 民 館（☎752-2748）
川 治 公 民 館（☎752-2223）
六 箇 公 民 館（☎752-5434）
飛 渡 公 民 館（☎759-2032）
吉 田 公 民 館（☎752-2874）
下 条 公 民 館（☎755-2004）
水 沢 公 民 館（☎758-3101）
川 西 公 民 館（☎768-2308）
中 里 公 民 館（☎763-2493）
松 代 公 民 館（☎597-2301）
松之山公民館（☎596-2265）

中 央 公 民 館－業務係（☎757-5011）

（館長：水落久夫）■中央公民館

スポーツ振興係
庶　　務　　係

（☎756-5013）（課長：高橋德一）■スポーツ振興課

（課長：池田則夫）■教育総務課
庶　　務　　係（☎757-3118）川西庁舎に設置
教 育 施 設 係　　　　　　　川西庁舎に設置

（課長：岩田雅己）■学校教育課
学　　事　　係（☎757-9957）川西庁舎に設置
小中一貫教育推進係（☎757-3336）川西庁舎に設置

（課長：水落久夫）■生涯学習課
文 化 振 興 係
青少年育成係（☎757-8918）
社 会 教 育 係

文　化　財　係（☎756-5015）

教
育
委
員
会

教
育
長

　蔵
品

　泰
治

池
田

　則
夫

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長

副
市
長

　村
山

　
　潤

市

　長

　関
口

　
　史
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松
之
山
支
所

支
所
長

　小
口
一
成

中
里
支
所

支
所
長

　広
田
公
男

農 林 建 設 係
商 工 観 光 係（☎768-4951）
地 域 振 興 係

（課長：押木　哲）■市　民　課
福祉・介護係
健康・子育て係（☎768-4956）
市民保険環境係

（課長：登坂　隆）■地域振興課川
西
支
所

農 林 建 設 係（☎763-2510）
商 工 観 光 係
地 域 振 興 係

（☎763-2511）

（課長：樋口勝人）■市　民　課
福祉・介護係（☎763-2513）
健康・子育て係（☎763-3121）
市民保険環境係（☎763-2513）

（課長：広田公男）■地域振興課

農 林 建 設 係（☎596-3132）
商 工 観 光 係（☎596-3134）
地 域 振 興 係（☎596-3131）

（課長：本山敏雄）■市　民　課
福祉・介護係
健康・子育て係

（☎596-2169）

市民保険環境係（☎596-3152）

（課長：小口一成）■地域振興課

商 工 観 光 係
地 域 振 興 係

（☎597-2220）

（課長：米持敏雄）■市　民　課
福祉・介護係
健康・子育て係（☎597-2221）
市民保険環境係

上 下 水 道 係 
建 設 克 雪 係（☎597-2222）
農 業 振 興 係

（課長：齋藤一良）■地域振興課

支
所
長

　登
坂

　隆

（課長：佐藤三雄）■農林建設課

松
代
支
所

支
所
長

　齋
藤
一
良

十日町市の機構 （支所）

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番025が必要です

市役所本庁・支所の各課・係への電話は、直通電話をご利用ください（各課・係の表示が直通電話番号です）
 
平
成
23
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
の
す
べ
て
の
事

業
の
基
に
な
る
予
算
は
総
額
で
�
５
０
９
億
２
�
４
９
２
万

円
。そ
の
財
源
や
使
い
道
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 
と
か
く
﹁
堅
苦
し
い
﹂｢

専
門
用
語
が
多
い｣

と
敬
遠
さ

れ
が
ち
な
予
算
や
決
算
で
す
が
�﹁
用
語
の
解
説
﹂﹁
素
朴
な

疑
問
Ｑ
＆
Ａ
﹂
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
・
親
し
み
や
す
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
最
後
ま
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

前 年 比　 ３億5,192万円　0.7％の増
一般会計　333億4,200万円
特別会計　175億8,292万円

509億2,492万円

財政課財政係
☎757 ー 3114

問合せ

予算総額

区　　　　　　分 平成23年度予算額 前年度対比

一 　 般 　 会 　 計 333億4,200万円 1.4％

特 　 別 　 会 　 計 175億8,292万円 △0.6％

内

　

　

　

訳

国 民 健 康 保 険 62億1,910万円  △0.7％

国 保 診 療 所 ３億1,670万円 △1.7％

後 期 高 齢 者 医 療 ５億2,720万円  0.9％

介 護 保 険 57億5,700万円 4.6％

簡 易 水 道 事 業 11億5,540万円 △4.8％

下 水 道 事 業 35億9,590万円 △6.6％

松 之 山 温 泉 配 湯 事 業 1,162万円 △8.5％

合                  計 509億2,492万円 0.7％

一般会計・特別会計の内訳

※平成23年３月31日現在の人口は59,673人です。予算合計額に対する市民１人当たりの予算額は、85万円です

平
成
23
年
度
予
算
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①
【
地
方
交
付
税
】

　
国
税
の
う
ち
、
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・

消
費
税
・
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
、
都
道
府
県

や
市
町
村
な
ど
が
等
し
く
そ
の
行
う
べ
き
事

務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の

割
合
の
額
・
基
準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税

で
す
。
た
だ
し
、
地
方
交
付
税
の
う
ち
95
％

の
普
通
交
付
税
は
、
地
方
税
や
譲
与
税
な
ど

の
歳
入
が
事
務
の
遂
行
経
費
を
上
回
る
団
体

に
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
（
残
り
の
５
％
は
特

別
交
付
税
と
し
て
交
付
）。

②
【
地
域
振
興
基
金
】

　
合
併
し
た
市
町
村
の
市
民
の
連
帯
強
化
や

地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
市
町
村
の
規
模
に

応
じ
て
合
併
特
例
事
業
債
を
財
源
に
し
て
積

み
立
て
る
基
金
で
す
。
当
市
は
30
億
円
（
合

併
特
例
事
業
債
の
活
用
は
28
億
５
、
０
０
０

万
円
）ま
で
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
【
扶
助
費
】

　
生
活
保
護
法
や
児
童
福
祉
法
、
老
人
福
祉

法
な
ど
に
基
づ
き
、
当
該
法
律
で
定
め
た
一

定
の
基
準
に
該
当
す
る
市
民
な
ど
に
対
し

て
、
生
活
維
持
な
ど
に
必
要
な
お
金
を
支
出

す
る
経
費
で
す
。

④
【
維
持
補
修
費
】

　
市
町
村
な
ど
が
管
理
す
る
公
共
用
の
施
設

な
ど
の
効
用
を
保
全
す
る
た
め
に
支
出
す
る

経
費
で
す
。
十
日
町
市
の
場
合
は
、
主
に
冬

季
の
除
排
雪
経
費
で
す
。

用
語
の
解
説

 
十
日
町
市
の
23
年
度
予
算
総
額
は
�
一
般
会
計
と
７
つ

の
特
別
会
計
の
合
計
で
５
０
９
億
２
�
４
９
２
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

 
22
年
度
の
予
算
と
比
較
す
る
と
３
億
５
�
１
９
２
万
円
�

０
・
７
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
３
３
３

億
４
、
２
０
０
万
円
で
前
年
度
対
比
４

億
５
、
９
０
０
万
円
、
１
・
４
％
の
増

で
す
。

　
市
税
の
う
ち
市
民
税
は
、
所
得
の
減

少
に
よ
り
個
人
分
で
前
年
度
対
比
２
・

８
％
減
の
16
億
７
、
４
０
０
万
円
、
法

人
分
で
前
年
度
同
額
の
２
億
５
０
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
設
備
投

資
の
減
少
を
見
込
ん
だ
た
め
、
前
年
度

対
比
１
・
７
％
減
の
32
億
３
、
９
７
０

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
国
か
ら
交
付
を
受
け
る
地
方
交
付
税

（
用
語
の
解
説
①
）
は
、
市
の
歳
入
の

３
分
の
１
を
超
え
、
歳
入
の
主
要
な
財

源
と
な
る
も
の
で
す
が
、
雇
用
対
策
や

地
方
の
活
性
化
対
策
の
反
面
、
平
成
22

年
の
国
勢
調
査
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
対
比
１
・
７
％
減
の
１
２

０
億
７
、
０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

　
分
担
金
及
び
負
担
金
は
、
３
歳
未
満

児
入
所
の
増
加
に
よ
る
保
育
料
の
増
額

な
ど
の
た
め
、
前
年
度
対
比
13
・
８
％

増
の
３
億
９
、
２
５
８
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

  

国
庫
支
出
金
は
、
子
ど
も
手
当
国
庫

負
担
金
や
義
務
教
育
施
設
の
耐
震
化
を

図
る
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付

金
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
対
比
８
・
８

％
増
の
27
億
１
、
７
４
５
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
県
支
出
金
は
、
新
潟
県
緊
急
雇
用
創

出
事
業
臨
時
特
例
基
金
補
助
金
の
増
額

の
反
面
、
老
人
福
祉
施
設
助
成
の
た
め

歳  

入
一
般
会
計
の
概
要

の
介
護
基
盤
緊
急
整
備
臨
時
特
例
補
助

金
の
終
了
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
対
比

９
・
３
％
減
の
20
億
２
、
８
１
１
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

   

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
は
、
昨
年
策

定
し
た
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
実

施
計
画
に
基
づ
く
計
上
と
し
、
過
疎
対

策
事
業
債
で
は
、
ソ
フ
ト
事
業
充
当
分

を
合
わ
せ
６
億
１
、
３
８
０
万
円
、
合

併
特
例
事
業
債
で
は
、
昨
年
度
に
継
続

し
地
域
振
興
基
金
（
用
語
の
解
説
②
）

積
立
の
た
め
の
借
入
金
を
計
上
し
た
た

め
、
前
年
度
対
比
14
・
１
％
増
の
31
億

１
、
１
７
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
付
税
の
代
替
財
源
で
あ
る

臨
時
財
政
対
策
債
は
、
前
年
度
同
額
の

15
億
５
、
０
０
０
万
円
を
計
上
し
た
た

め
、
市
債
全
体
で
は
前
年
度
対
比
13
・

６
％
増
の
56
億
４
、
４
２
０
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

歳  

出

　
性
質
別
で
見
る
と
、
人
件
費
は
、
職

員
数
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
対

比
５
・
０
％
減
の
44
億
５
０
３
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
児
童
や
老
人
な
ど
の
支
援
に
か
か
る

経
費
で
あ
る
扶
助
費（
用
語
の
解
説
③
）

は
、
新
規
に
子
ど
も
手
当
の
３
歳
未
満

の
上
乗
せ
分
を
計
上
し
た
た
め
、
前
年

度
対
比
６
・
２
％
増
の
38
億
６
、
２
０

３
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
市
の
借
金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費

は
、
前
年
度
対
比
５
・
７
％
減
の
48
億

４
、
０
９
４
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
元
金
償
還
金
が
１
億
６
、
９

２
８
万
円
減
少
し
、
繰
上
償
還
金
を
１

億
２
、
５
７
０
万
円
減
額
し
た
た
め
で

す
。

　
普
通
建
設
事
業
費
は
、
前
年
度
の
国

の
景
気
対
策
の
補
正
予
算
の
前
倒
し

で
、
中
学
校
施
設
耐
震
補
強
事
業
な
ど

が
減
少
し
た
も
の
の
、
本
庁
舎
整
備
事

業
、
十
日
町
小
学
校
施
設
整
備
事
業
、

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
生
活

関
連
道
路
の
整
備
事
業
な
ど
の
増
額

で
、
前
年
度
対
比
５
・
７
％
増
の
49
億

５
、
０
２
５
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
維
持
補
修
費
（
用
語
の
解
説
④
）
は
、

除
排
雪
経
費
を
過
去
10
年
間
の
平
均
な

ど
に
基
づ
き
計
上
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
前
年
度
対
比
４
・
０
％
増
の
11
億

８
、
４
９
７
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
積
立
金
は
、
合
併
特
例
事
業
債
を
活

用
し
た
地
域
振
興
基
金
や
環
境
共
生
基

金
の
運
用
益
を
積
立
て
る
た
め
、
前
年

度
対
比
で
７
・
６
％
増
の
８
億
８
、
２

３
９
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

一 般 会 計 〈　〉：構成比率　
［　］：前年度比較増減率

固定資産税
32.4億円
〈54.0%〉
［△1.7%］

市民税
18.8億円
〈31.3%〉
［△2.5%］

軽自動車税
1.5億円
〈2.5%〉［△0.7%］

市たばこ税
5.5億円
〈9.2%〉［0.0%］

都市計画税 1.3億円
〈2.2%〉［△2.1%］

入湯税 0.5億円
〈0.8%〉［0.0%］

市税

※市民１人当たりでは、10万円です

［市税の内訳］

市税総額　60億円

［歳入の状況］

県支出金 20.3億円〈6.1%〉［△9.3%］

地方交付税
   120.7億円
　　〈36.2%〉

　　　［△1.7%］

市　債
56.4億円
〈16.9%〉
［13.6%］

地方譲与税その他 5.8億円〈1.7%〉［3.0%］

国庫支出金 27.2億円〈8.2%〉［8.8%］

市　税
60.0億円
〈18.0%〉
［△1.7%］

地方消費税交付金 5.5億円〈1.7%〉［8.0%］

諸収入 21.5億円
〈6.4%〉［0.8%］

使用料その他
11.5億円〈3.5%〉［12.2%］

　依

存

財
源

　
自

主

財

源

　

　

29.2
％

70.8％

歳入

繰入金
4.5億円〈1.3%〉［△20.1%］

※市民１人当たりでは、56万円です

歳入総額　333億4,200万円

［歳出の状況（目的別）］

民生費
80.1億円
〈24.0%〉
［1.0%］

土木費
48.1億円
〈14.4%〉
［6.7%］

公債費
47.9億円
〈14.4%〉
［△5.9%］

教育費
34.2億円
〈10.3%〉
［0.8%］

総務費
38.8億円
〈11.6%〉
［△3.4%］

商工費
30.4億円
〈9.1%〉
［10.7%］

消防費 12.1億円
〈3.6%〉［△1.3%］

農林水産業費
18.0億円
〈5.4%〉［7.1%］

衛生費 18.8億円
〈5.7%〉
［5.5%］

議会費その他 5.0億円
〈1.5%〉［△1.1%］

歳出
（目的別）

［歳出の状況（性質別）］

災害復旧事業費 0.4億円
〈0.1%〉［△31.3%］

維持補修費 11.9億円
〈3.6%〉［4.0%］

積立金その他
9.3億円〈2.8%〉［9.7%］

人件費
44.1億円
〈13.2%〉
［△5.0%］

公債費
48.4億円
〈14.5%〉
［△5.7%］

扶助費
38.6億円
〈11.6%〉
［6.2%］

普通建設事業費
49.5億円
〈14.9%〉
［5.7%］

物件費
45.3億円
〈13.6%〉
［7.8%］

補助費等
37.3億円
〈11.2%〉
［△2.6%］

繰出金
29.4億円
〈8.8%〉
［3.1%］

貸付金 19.2億円
〈5.7%〉［4.6%］

義

務
的
経
費

そ
の

他
経

費

45.7
％

39.3
％

歳出
（性質別）

投資的経費
15.0％

※市民１人当たりでは、56万円です

歳入総額　333億4,200万円
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23
年
度
の
主
な
事
業

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
２
２
７
万
円

新 規
育
児
の
援
助
を
行
い
た
い
人
と
受
け

た
い
人
の
架
け
橋
を
行
い
ま
す
。

単
身
老
人
世
帯
へ
緊
急
通
報
装
置
を

新
座
保
育
園
の
認
可
保
育
所
移
行
の

た
め
の
施
設
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
へ
の

支
援
を
拡
大
し
ま
す
。

十
日
町
小
学
校
の
特
別
支
援
学
校
の

建
設
に
合
わ
せ
て
設
置
し
ま
す
。

①
子
育
て
世
代
の
支
援

へ
き
地
保
育
所
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
５
、
５
０
０
万
円

新 規

②
高
齢
者
の
支
援

高
齢
者
等
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
貸
与
事
業

　
　
　
　
１
、
４
３
２
万
円

拡 大

包
括
的
支
援
事
業

　
　
　
　
８
、
０
３
８
万
円

拡 大③
障
が
い
の
あ
る
人
の
支
援

重
度
障
が
い
者
交
通
費
助
成
事
業

　
　
　
　
１
、
１
２
３
万
円

拡 大
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
、
ま
た
は

通
院
な
ど
の
交
通
費
助
成
に
よ
り
社
会

参
加
の
促
進
と
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま

す
。

※
各
事
業
に
「
新
規
」「
拡
大
」「
継
続
」
の
区
分
を
表
示
し
て
い
ま
す
が
、
　

こ
れ
は
22
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
た
場
合
を
表
し
て
い
ま
す

小
中
一
貫
教
育
推
進
事
業

　
　
　
　
１
、
９
２
３
万
円

新 規

職
員
知
恵
出
し
会
議
提
案
事
業

　
　
　
　
１
、
９
４
０
万
円

新 規

松
代
地
域
街
並
み
景
観
再
生
事
業

　
　
　
　
　
　
７
２
０
万
円

新 規

モ
デ
ル
中
学
校
区
に
お
け
る
試
行
的

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
情
報
通
信
機
器
の
保
守

管
理
・
運
営
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

気
軽
に
立
ち
寄
れ
て
、
文
化
と
芸
術

の
漂
う
街
並
み
づ
く
り
を
実
施
し
ま

す
。

活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

若
手
職
員
提
案
の
事
業
（
と
お
か
ま

ち
観
光
バ
イ
キ
ン
グ
化
計
画
推
進
事

業
、
農
業
体
験
無
料
バ
ス
運
行
事
業
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
活
用
事
業
、
子
育
て

情
報
発
信
事
業
）
を
実
施
し
ま
す
。

④
教
育
環
境
の
整
備

教
育
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理

委
託
事
業

　
　
　
　
３
、
５
６
２
万
円

新 規

①
怒
濤
の
人
の
流
れ
の
創
出

職員知恵出し会議提案発表

23
年
度
の
主
な
事
業

財
政
係
で
は
10
月
初
旬
か
ら
、

翌
年
度
の
市
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
自
由
に
使
え
る
歳
入
（
一
般
財

源
）
の
額
を
見
積
も
り
、
各
課
に

財
源
を
配
分
し
ま
す
。各
課
で
は
、

一
般
財
源
と
国
県
補
助
金
や
地
方

債
な
ど
の
財
源
（
特
定
財
源
）
を

見
積
も
っ
て
11
月
中
旬
ま
で
に
要

求
予
算
を
編
成
し
ま
す
。
各
課
で

編
成
さ
れ
た
予
算
は
一
般
財
源
を

超
過
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
財

政
課
長
が
一
般
財
源
内
に
収
ま
る

よ
う
12
月
末
ま
で
に
査
定
を
行
い

ま
す
。
翌
年
１
月
に
は
総
務
部
長

査
定
と
市
長
査
定
を
行
い
、
２
月

初
旬
に
予
算
（
案
）
が
決
定
し
ま

す
。
そ
の
後
、
３
月
に
開
催
さ
れ

る
議
会
の
審
議
を
受
け
る
の
で
、

予
算
が
で
き
あ
が
る
ま
で
に
約
６

か
月
か
か
り
ま
す
。

23
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
規

Ｑ
１　

当
初
予
算
が
で
き
あ
が
る

　

ま
で
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
？

Ｑ
２　

予
算
の
規
模
は
県
内
で
何

　

番
目
く
ら
い
？

模
は
、
３
３
３
億
４
、
２
０
０
万

円
で
、
県
内
20
市
中
で
９
番
目
に

多
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
調
達
で
き
る
お
金
を
「
自

主
財
源
」
と
い
い
、
23
年
度
当
初

予
算
で
は
97
億
４
、
５
４
９
万
円

で
、
29
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は
、
市
税
や
負
担
金

な
ど
の
ほ
か
、
貯
金
（
基
金
）
か

ら
の
繰
入
金
や
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
な
ど
で
す
。
企
業
誘
致
を
す

る
と
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

が
多
く
見
込
め
ま
す
が
、
現
在
の

景
気
状
況
で
は
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
企
業
誘
致
が
進
ま
な
い
現
状

で
す
。
ま
た
、
自
由
に
使
え
る
貯

金
（
財
政
調
整
基
金
）
を
増
や
す

こ
と
が
安
定
的
な
財
政
運
営
に
と

っ
て
大
切
で
す
が
、
22
年
度
末
で

５
億
円
増
加
し
て
15
億
６
、
０
０

０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
は
あ
る

も
の
の
、
今
後
の
自
然
災
害
な
ど

へ
の
対
応
に
よ
り
、
毎
年
度
増
額

で
き
る
か
は
不
明
で
す
。
今
後
も

人
件
費
削
減
な
ど
の
行
財
政
改
革

を
進
め
な
が
ら
適
正
な
規
模
の
基

金
を
確
保
し
、
安
定
し
た
財
政
運

営
が
行
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
３　

市
で
調
達
で
き
る
お
金
は

　

今
後
ど
う
な
る
の
？

？
素朴な疑問

&AQ
１０の

どうなっ
てるの？

とおかまちの財政

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
併
設
し
て
建
設

　
　
１
億
２
、
８
０
０
万
円

新 規

社
会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
な
ど
運

営
費
の
支
援
を
拡
大
し
ま
す
。

へ
き
地
保
育
所
運
営
事
業

　
　
１
億
２
、
４
０
２
万
円

拡 大

集
落
安
心
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
６
０
０
万
円

拡 大　
集
落
維
持
を
み
ん
な
で
支
え
る
「
共

助
活
動
」
を
支
援
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業

　
　
　
　
１
、
８
６
０
万
円

新 規
45
人
乗
り
・
15
人
乗
り
バ
ス
を
購
入

し
、
計
画
的
更
新
を
進
め
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
（
通
院
）
を
中
学

生
ま
で
拡
大
し
て
助
成
し
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
　
１
億
２
、
８
８
８
万
円

拡 大

特
別
保
育
助
成
事
業

　
　
１
億
１
、
９
２
１
万
円

拡 大
私
立
保
育
園
の
障
が
い
児
保
育
の
支

援
を
拡
大
し
ま
す
。

貸
与
し
ま
す
。

介
護
給
付
事
業

　
　
４
億
９
、
８
２
３
万
円

拡 大
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
し

ん
の
日
中
活
動
事
業
開
始
に
よ
る
給
付

費
の
増
額
を
図
り
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
１
億
６
７
４
万
円

拡 大
障
が
い
者
の
生
活
を
支
援
す
る
相
談

業
務
。
そ
の
相
談
員
へ
の
支
援
を
拡
充

し
ま
す
。

小
学
校
施
設
整
備
事
業

　
　
６
億
３
、
２
５
０
万
円

継 続
十
日
町
・
千
手
小
学
校
（
老
朽
危
険

校
舎
改
築
工
事
）、
西
小
学
校
（
耐
震

補
強
工
事
）、水
沢
小
学
校（
耐
震
調
査
・

補
強
設
計
）、
下
条
・
松
代
小
学
校
（
危

険
校
舎
改
築
設
計
）

中
学
校
施
設
整
備
事
業

　
　
１
億
４
、
５
０
０
万
円

継 続
十
日
町
・
中
条
中
学
校
（
耐
震
補
強

工
事
）、
中
条
中
学
校
（
グ
ラ
ウ
ン
ド

改
修
工
事
）、
水
沢
中
学
校
（
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
設
置
工
事
）

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

拡 大
障
が
い
者
の
就
労
機
会
を
拡
げ
る
た

め
、
シ
ル
バ
ー
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
作
成
や

市
の
清
掃
業
務
な
ど
を
発
注
し
支
援
を

図
り
ま
す
。

清
津
湯
倉
平
線
（
清
津
の
古
道
）
落

石
対
策
を
実
施
し
、
清
津
峡
へ
の
来
訪

者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

中
里
地
域
道
路
災
害
防
止
事
業

　
　
　
　
３
、
３
０
０
万
円

新 規
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特
定
し
た
地
域
農
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
・
情
報
発
信
を
推
進
し
ま
す
。

「
火
焔
型
土
器
の
謎
を
解
く
」
を
テ

ー
マ
に
、
必
要
な
学
術
調
査
な
ど
実
施

し
ま
す
。

主
に
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
交
流
都

市
へ
の
地
元
産
品
販
売
の
促
進
を
図
り

ま
す
。

市
内
人
工
林
の
間
伐
材
の
搬
出
運
搬

費
を
支
援
し
、
間
伐
材
の
利
活
用
を
促

進
し
ま
す
。

③
活
力
あ
る
農
林
業
の
支
援

④
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術

　
活
動
の
支
援

国
宝
出
土
地
・
笹
山
遺
跡
の

学
術
調
査
（
発
掘
）
事
業
　

　
　
　
　
１
、
５
０
０
万
円

新 規

市
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
提
案
企

画
と
事
業
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。

②
地
域
に
活
力
を
生
む
経
済

　
政
策
の
強
化

市
民
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
建
設

基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
５
１
４
万
円

新 規
新
規
就
農
希
望
者
へ
初
期
の
実
習
経

費
や
宿
泊
補
助
な
ど
従
来
に
無
い
支
援

策
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
中
核
病
院
建
設
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
49
万
円

継 続 安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

①
地
域
中
核
病
院
の
早
期
改
築

　
の
推
進

地
域
中
核
病
院
の
建
設
を
推
進
し
ま

す
。

②
地
域
高
規
格
道
路
の
建
設

　
促
進

③
中
山
間
地
集
落
の
維
持
対
策

　
の
強
化

農
村
集
落
の
連
携
を
促
進
し
、
持
続

可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。23

年
度
に
協
力
隊
員
3
人
を
増
員

し
、
18
人
で
地
域
力
の
維
持
強
化
や
地

域
振
興
を
支
援
し
ま
す
。

④
低
炭
素
・
循
環
型
社
会
形

　
成
の
推
進

事
業
系
生
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
ま
す
。

笹山遺跡に復元された竪穴住居

地
域
高
規
格
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
土
地
利
用
計
画
策
定
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

22
年
度
の
退
職
者
41
人
に
対
し

て
新
採
用
を
３
人
に
抑
え
た
ほ

か
、
特
別
職
は
５
〜
10
％
、
一
般

職
員
は
３
％
の
給
料
を
３
年
間
削

減
す
る
な
ど
、
22
年
度
予
算
と
比

べ
て
２
億
３
、
４
０
０
万
円
、
５
・

０
％
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
を
編
成
す
る
と
き
は
、
総

合
計
画
や
長
期
財
政
計
画
な
ど
を

指
針
に
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
必
要
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
た
予
算
を
確

保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
道
整

備
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
は
必
要

な
事
業
費
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
市
債
の
繰
り
上
げ
償
還
に
よ

り
残
高
の
抑
制
を
図
り
、
人
件

費
を
は
じ
め
と
し
た
経
常
的
な
経

費
も
抑
え
て
い
く
財
政
運
営
を
行

う
計
画
で
す
。
23
年
度
予
算
も
ほ

ぼ
計
画
ど
お
り
に
編
成
で
き
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
計

画
に
従
っ
て
編
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
予
算
を
組
め
な
く
な
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

22
年
度
末
の
借
金
残
高
は
、
全

会
計
で
７
１
９
億
２
、
６
４
６
万

円
の
見
込
み
で
す
。
23
年
３
月
末

の
人
口
５
９
、
６
７
３
人
で
割
る

と
、
１
人
当
た
り
１
２
１
万
円
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
の
借
金

返
済
に
は
国
が
支
援
し
て
く
れ
る

お
金
を
中
心
に
借
り
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
借
金
の
半
分
以
上
が
普

通
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
補
て
ん

さ
れ
ま
す
。

22
年
度
末
の
貯
金
（
基
金
）
は
、

全
会
計
で
98
億
９
、
５
４
２
万
円

の
見
込
み
で
す
。
23
年
３
月
末
の

人
口
５
９
、
６
７
３
人
で
割
る

と
、
１
人
当
た
り
17
万
円
と
な
り

ま
す
。

年
度
途
中
の
緊
急
的
な
財
政
需

要
や
自
然
災
害
及
び
豪
雪
な
ど
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
市
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
を
、

見
積
も
っ
た
額
よ
り
低
く
当
初
予

算
に
計
上
す
る
こ
と
で
、
決
定
額

と
の
差
額
を
補
正
予
算
の
財
源
に

回
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
足
り

な
い
場
合
は
、
普
通
預
金
の
よ
う

な
使
い
方
が
で
き
る
「
財
政
調
整

Ｑ
４　

人
件
費
削
減
の
内
容
は
？

Ｑ
５　

今
後
予
算
を
組
め
な
く
な

　

る
こ
と
は
な
い
の
？

Ｑ
６　

市
民
１
人
当
た
り
の
借
金

　

は
ど
れ
く
ら
い
な
の
？

Ｑ
７　

そ
れ
で
は
、
貯
金
は
ど
れ

　

く
ら
い
あ
る
の
？

Ｑ
８　

補
正
予
算
を
何
回
も
組
む

　

け
ど
、
ど
こ
に
財
源
を
確
保
し

　

て
あ
る
の
？

産
官
学
連
携
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
７
５
０
万
円

新 規

交
流
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
　
　
　
　
　
４
４
０
万
円

新 規

地
域
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

　
　
　
　
　
　
１
７
５
万
円

新 規

森
林
資
源
利
活
用
事
業

　
　
　
　
　
　
２
３
７
万
円

新 規

市
民
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
50
万
円

新 規

ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
８
０
０
万
円

新 規

中
山
間
地
域
広
域
連
携
等
活

性
化
支
援
事
業

３
０
０
万
円

新 規

高
齢
化
集
落
支
援
（
地
域
お

こ
し
協
力
隊
設
置
）
事
業

　
　
　
　
５
、
７
６
１
万
円

拡 大

循
環
型
社
会
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

新 規

キ
ナ
ー
レ
南
側
進
入
路
を
整
備
し
ま

す
。

都
市
環
境
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

新 規
国
の
認
定
に
向
け
た
「
十
日
町
市
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
６
８
５
万
円

拡 大
発
展
す
る
市
観
光
協
会
の
業
務
に
対

し
必
要
な
支
援
を
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。

十
日
町
市
観
光
協
会
助
成
事
業

　
　
　
　
５
、
３
５
５
万
円

拡 大

第
5
回
展
を
来
年
に
控
え
、
作
品
制

作
な
ど
が
本
格
化
し
ま
す
。

大
地
の
芸
術
祭
運
営
事
業

　
　
　
　
７
、
５
０
０
万
円

拡 大

大地の祭り：うぶすなの家ちまきまつり

水
田
不
作
付
け
地
の
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、
他
作
物
の
栽
培
定
着
を
支
援

し
ま
す
。

市
単
水
田
利
活
用
自
給
力
向

上
事
業

　
　
　
　
４
、
７
６
２
万
円

拡 大

国
宝
を
中
心
と
し
た
展
示
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
図
る
た
め
、
基
本
構
想
を
策

定
し
ま
す
。

博
物
館
展
示
替
え
基
本
構
想

検
討
事
業

　
　
　
　
１
、
２
０
０
万
円

新 規

23
～
25
年
度
の
建
設
期
間
。
23
年
度

は
実
施
設
計
と
現
体
育
館
の
解
体
工
事

を
行
い
ま
す
。

中
里
体
育
館
建
設
事
業
　
　

　
　
　
　
６
、
６
３
０
万
円

拡 大

交
通
空
白
地
を
選
定
し
、
市
営
バ
ス

の
実
証
運
行
・
本
格
運
行
を
実
施
し
ま

す
。

交
通
空
白
地
解
消
事
業
　
　

　
　
　
　
１
、
０
１
２
万
円

拡 大
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基
金
」
と
い
う
基
金
を
取
り
崩
し

て
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
に
は
７
つ
の
特
別
会
計
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
会
計

か
ら
各
特
別
会
計
に
繰
り
出
す
額

や
率
が
決
ま
っ
て
い
て
、
基
本
的

に
は
そ
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
繰
り

出
し
て
い
ま
す
。
23
年
度
予
算
で

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
額

は
、
す
べ
て
の
特
別
会
計
を
合
計

す
る
と
29
億
４
、３
０
２
万
円
で
、

一
般
会
計
歳
出
予
算
額
の
８
・
８

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
常
に
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
が
良
く
な
る
よ
う
に
、
福
祉
施

設
の
充
実
や
道
路
の
整
備
、
生
活

環
境
の
向
上
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
鋭
意
努
力
を
し
、
予
算
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子

高
齢
化
対
策
や
雇
用
対
策
が
当
市

の
喫
緊
の
課
題
で
す
の
で
、
23
年

度
の
当
初
予
算
で
は
そ
れ
ら
の
分

野
に
手
厚
く
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
。

新
た
な
行
政
創
造
プ
ラ
ン
（
行
革
大

綱
）
の
制
作
を
開
始
し
ま
す
。

②
行
財
政
改
革
の
更
な
る
推
進

行
政
改
革
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
20
万
円

新 規③
新
し
い
公
共
空
間
の
形
成

Ｑ
９　

特
別
会
計
っ
て
、
一
般
会

　

計
に
か
な
り
助
け
て
も
ら
っ
て

　

い
る
の
？

Ｑ
10　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
こ
れ

　

か
ら
良
く
な
る
の
？

国
民
健
康
保
険

予
算
規
模
は
62
億
１
、
９
１
０
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
４
、
３
４
０
万

円
、
０
・
７
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

決
算
見
込
み
で
減
少
見
込
み
と
な
る

保
険
給
付
費
を
22
年
度
の
給
付
実
績
見

込
み
に
基
づ
い
て
計
上
し
た
た
め
、
減

額
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
診
療
所

予
算
規
模
は
３
億
１
、
６
７
０
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
５
６
０
万
円
、

１
・
７
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

倉
俣
診
療
所
建
設
工
事
の
償
還
が
終

了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
減
額
計
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

予
算
規
模
は
５
億
２
、
７
２
０
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
４
８
０
万
円
、

０
・
９
％
の
増
と
し
ま
し
た
。

介
護
保
険

予
算
規
模
は
57
億
５
、
７
０
０
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
２
億
５
、
３
３

０
万
円
、
４
・
６
％
の
増
と
し
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
は
、
新
規
開
設
の
施
設

の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
伸
び
を
見
込
ん

だ
た
め
、増
額
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

予
算
規
模
は
11
億
５
、
５
４
０
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
５
、
８
６
０
万

円
、
４
・
８
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

職
員
人
件
費
や
事
務
的
経
費
の
減
額

な
ど
に
よ
り
減
額
計
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。下

水
道
事
業

予
算
規
模
は
35
億
９
、
５
９
０
万
円

松
之
山
温
泉
配
湯
事
業

予
算
規
模
は
１
、
１
６
２
万
円
で
、

前
年
度
対
比
で
は
１
０
９
万
円
、
８
・

５
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

基
金
の
積
立
の
減
少
に
よ
り
、
減
額

計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
支
の
収
入
は
、
前
年
度
対

比
１
・
８
％
減
の
７
億
５
、
９
２
９
万

円
で
、
支
出
で
は
給
水
台
帳
作
成
業
務

委
託
料
が
増
額
し
た
た
め
前
年
度
対
比

０
・
６
％
増
の
６
億
５
、
５
４
８
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
の
収
入
は
補
償
金
免
除

繰
上
償
還
財
源
の
増
に
よ
り
１
・
０
％

増
の
１
億
８
、
５
４
５
万
円
、
支
出
は

建
設
改
良
費
の
増
に
よ
り
６
・
９%

増

の
４
億
６
、
７
９
５
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。区　　　分 金　　　　額

収益的

支　出

収　入 ７億5,929万円

支　出 ６億5,548万円

資本的

支　出

収　入 １億8,545万円

支　出 ４億6,795万円

差　引 △２億8,250万円

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金などで補てんします

水道事業会計

（
７
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）

特
別
会
計
の
概
要

ネ
ー
ジ
ュ
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

　
　
　
　
　
　
４
５
０
万
円

新 規
信
濃
川
・
里
山
・
棚
田
・
雪
な
ど
十

日
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る

た
め
、
そ
の
価
値
・
魅
力
・
役
割
な
ど

を
絵
本
化
し
啓
発
す
る
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

⑤
防
災
・
救
急
体
制
の
整
備

市
役
所
本
庁
舎
内
に
防
災
管

理
室
（
仮
称
）
を
整
備

５
０
０
万
円

新 規
庁
舎
の
改
修
に
合
わ
せ
て
、
防
災
管

理
機
器
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

　
自
己
啓
発
研
修
補
助
制
度
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
16
万
円

新 規
職
員
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
行

う
先
進
地
視
察
な
ど
の
経
費
を
支
援
し

ま
す
。

市
の
政
策
課
題
を
庁
内
若
手
職
員
が

集
中
的
に
検
討
し
、
実
行
性
の
高
い
施

策
を
形
成
し
ま
す
。

職
員
知
恵
出
し
会
議
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
46
万
円

新 規

河
川
環
境
の
維
持
継
続
を
図
る
た

め
、
除
草
機
械
の
導
入
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。 信

濃
川
親
水
化
事
業

　
　
　
　
　
　
５
４
９
万
円

新 規ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
に

①
大
胆
な
市
役
所
改
革
の
実
行

事
務
支
援
員
（
大
卒
）
制
度

の
創
設

４
、
６
１
６
万
円

新 規
臨
時
職
員
よ
り
も
高
度
な
事
務
を
担

う
事
務
支
援
員
制
度
を
創
設
し
、
景
気

低
迷
で
就
職
困
難
な
大
卒
者
や
卒
業
見

込
み
者
に
働
く
場
を
提
供
し
ま
す
。

　
証
明
書
自
動
交
付
機
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
７
２
０
万
円

新 規
支
所
窓
口
に
お
け
る
手
続
き
の
迅

速
・
簡
略
化
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
半
自
動
で
証
明
書
の
交

付
を
行
う
窓
口
受
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続
き
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
申
請
す
る
た
め
に
、
電
子

証
明
書
の
適
正
な
運
用
・
管
理
を
図
る

「
鍵
ペ
ア
生
成
装
置
」
を
新
規
購
入
し

ま
す
。 公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
管
理
経
費

　
　
　
　
　
　
２
５
１
万
円

新 規
住
民
自
治
に
基
づ
く
自
治
体
運
営
の

基
本
原
則
を
定
め
た
条
例
制
定
に
つ
い

て
検
討
を
開
始
し
ま
す
。

新
し
い
公
共
を
創
出
す
る
た
め
、
各

種
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
検
討
事
業

　
　
　
　
　
　
２
６
２
万
円

新 規

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
４
３
３
万
円

継 続

一
般
事
務
費
を
理
由
に
増
額
計
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

で
、
前
年
度
対
比
で
は
２
億
５
、
５
９

０
万
円
、
６
・
６
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

建
設
事
業
費
は
、
十
日
町
・
中
里
下

水
処
理
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
費
の
減
な

ど
に
よ
り
２
億
６
、
３
１
６
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
元
金
償
還
金
の

増
額
に
よ
り
公
債
費
が
１
、
８
９
０
万

円
、
１
・
０
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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障がい者の福祉制度④障がい者の福祉制度④
〜そのほか障がい者の各種支援制度を紹介します〜

各種割引支援制度 障がい者の生活を支援します。

制度名 対象 制度概要・問合せ

高齢運転者
等専用駐車
区間制度

○高齢者マーク対象者（年齢70
歳以上）

○身体障がい者マーク・聴覚障が
い者マーク対象者

○妊娠中または出産後８週以内の
人・妊娠中または出産後８週以
内の人

　官公庁や福祉施設などの周辺の道路上に設置された
専用駐車区間に駐車する際、交付された標章を掲出す
ることで駐車できます。手続きには、運転免許証、自
動車検査証、妊婦は母子健康手帳が必要です。
問合せ：十日町警察署交通課☎752-0110

携帯電話の
割引

　身体障がい者手帳、療育手帳、
精神障がい者保健福祉手帳の交付
を受けている人

　基本使用料などの割引があります。詳しくは携帯電
話会社へ問い合わせてください。

住民健診
各種がん検
診

○身体障がい者手帳１・２・３級
の所持者

○療育手帳Ａ所持者
○精神障がい者保健福祉手帳１・

２・３級の所持者　

　各地区で実施する住民健診などの検診料金に対し、
手帳を提示をすると全額免除になります。ただし、検
診の種類によっては対象外になる場合があります。
問合せ：健康支援課成人保健係☎757-9764

団　　体　　名 会員構成 会員数 問　合　せ

十日町市一般肢体障害者会 市内の肢体不自由者 53

市社会福祉協議会本所 
☎750-5010

十日町市聴覚障害者福祉協会 市内の聴覚障がい者 20

十日町市視覚障害者福祉協会 市内の視覚障がい者 17

十日町市肢体不自由児者父母の会 市内肢体不自由者の家族 20

川西身体障害者互助会 川西地域の身体障がい者 88
市社会福祉協議会川西支所 
☎768-3343

中里身体障害者福祉団体協議会 中里地域の身体障がい者 39
市社会福祉協議会中里支所
☎763-4522

松代地域身体障がい者福祉会 松代地域の身体障がい者 42
市社会福祉協議会松代支所
☎597-3700

松之山心身障害者福祉会 松之山地域の障がい者 58
市社会福祉協議会松之山支所
☎596-3705

十日町市身体障害者団体連絡協議会 上記８つの会の上部団体 337
市社会福祉協議会本所 
☎750-5010

十日町市手をつなぐ育成会 市内の知的障がい者の家族 105 柳洋治　☎757-8771

川西地区手をつなぐ育成会 川西地域の知的障がい者の家族 24
市社会福祉協議会川西支所 
☎768-3343

松代地域手をつなぐ育成会 松代地域の知的障がい者の家族 16
市社会福祉協議会松代支所
☎597-3700

十日町市家族会 市内の精神障がい者の家族 33
福祉課障がい福祉係
☎757-3111

会員募集 　市内には障がい者やその家族で構成し、研修会の参加、会員同士の情報交換や
交流会など障がい者福祉の向上を目的に活動している団体・組織があります。

　十日町保健センター（市役所隣）の多目的トイレに

オストメイト（人工肛門など保有者）対応トイレを設

置しました。オストメイトトイレは本町分庁舎、クロ

ス10にも設置してありますのでご利用ください。

オストメイト対応トイレ

制度名 対象 制度概要・問合せ

自動車税・
自動車取得
税の割引

　障がい者の利用に供される自動
車を所有している人

　自動車税・自動車取得税を割り引きます。適用年度は、
車輌購入日や手帳交付日により異なります。
問合せ：十日町地域振興局☎757-5513

交
通
運
賃
の
割
引

ＪＲ
　身体障がい者手帳、療育手帳の
交付を受けている人

〈第１種身体障がい者・療育手帳Ａ所持者〉本人と付添
人１人の乗車券は半額。本人のみは、100キロを超
える乗車券が半額。

〈第２種身体障がい者・療育手帳Ｂ所持者〉本人のみ、
100キロを超える利用で乗車券のみ半額。

※詳しくはJRに問い合わせてください

バス

○身体障がい者手帳、療育手帳、
精神障がい者保健福祉手帳（写
真付き）の交付を受けている人

○児童福祉施設の入所児童

〈普通乗車券〉単独で利用する場合はその本人、介護人
と共に利用する場合はその本人と介護人について、
50％の割引が受けられます。

〈定期乗車券〉単独で利用する場合はその本人、介護人
と共に利用する場合はその本人と介護人について、
30％の割引が受けられます。

※精神障がい者保健福祉手帳の場合は、介護人は対象
外です。また高速バスは割引きになりません

※詳しくはバス会社に問い合わせてください

航空
　身体障がい者手帳、療育手帳の
交付を受けている人

〈第１種身体・知的障がい者〉単独で利用する場合はそ
の本人、介護人と共に利用する場合は本人と介護人
について、約36％の割引が受けられます。

〈第２種身体障がい者・第１種以外の知的障がい者〉本
人について約36％の割引が受けられます。

※詳しくは航空会社に問い合わせてください

タクシー
　身体障がい者手帳、療育手帳の
交付を受けている人

　乗車の際に手帳を提示することで10％の割引が受け
られます。

ＮＨＫ放送
受信料の減
免

　障がいの程度によって異なりま
す　

〈全額免除〉
○「身体障がい者」「知的障がい者」「精神障がい者」

がいる世帯で、世帯全員が市民税非課税の場合
○生活保護を受けている場合や社会福祉施設に入所し

ている場合など
〈半額免除〉
世帯主が次の障がい者手帳を持っている場合
○視覚又は聴覚障がいの身体障がい者手帳○身体障が
い者手帳１級又は２級○療育手帳Ａ○精神障がい者保
健福祉手帳１級○第１款症の戦傷病者手帳
問合せ：福祉課障がい福祉係・援護係☎757-3782、ま
たは各支所市民課

有料道路通
行料金の割
引

〈本人運転〉
　身体障がい者手帳の交付を受け

ている人
〈介護者運転〉
　重度心身障がい者（第１種身体

障がい者・療育手帳Ａ所持者）

　50％の割引が受けられます。登録する車は、対象者
一人につき１台に限ります。
問合せ：福祉課障がい福祉係☎757-3782、または各支
所市民課

駐車禁止除
外指定車標
章の交付

○第１種身体障がい者手帳の交付
を受けた人、または療育手帳Ａ、
精神障がい者福祉手帳１級の交
付を受けた人

※ただし、内部機能障がい４級・
免疫機能障がい４級は対象外

○平行機能障がい３級の人（第２
種身体障がい者手帳所持者）

　県公安委員会が指定した駐車禁止区域に車を駐車で
きることを示す標章が交付されます。手続きには障が
い者手帳、住民票の写し、印鑑などが必要です。
問合せ：十日町警察署交通課☎752-0110

（最終回）
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十日町青年学級 学級生募集
◆期　間：５月12日㈭〜 24年３月　◆会　場：中央公民館（バドミントンのみ市民体育館）

◆対　象：18 〜 35歳（昭和51年４月２日生まれ以降）の人

◆参加費：4,000円（学習活動費）※コース・クラブにより教材費・材料費が別途必要です

◆申込み方法：申込書に参加費を添えて申し込んでください。随時受け付けています。年度途中からの参

　　　　　　　加も大歓迎！

何かをやってみたい！と思っていませんか黙っていてもときは進む…時間を活用しませんか

公民館の開館時間が一部変更になりました
　４月から、夜間利用の申込みが無い場合に限り、

公民館開館時間を併設されている図書館分室の開

館時間に合わせることになりました（図書館分室

が置かれていない公民館では午後５時まで）。変

更後の開館時間は右表のとおりです。夜間申込み

がある場合の開館時間は、現状どおり午前９時～

午後10時です。ご理解とご協力お願いします。

公民館 開　館　時　間

中条、川治、六箇、
吉田、下条、水沢、
　　　中里

午前９時〜午後７時
（土・日曜日は５時まで）

飛渡 午前９時〜午後３時

川西
午前９時30分〜午後８時
（土・日曜日は５時まで、12月１
日〜３月31日は７時まで）

　　中央、松代、
　　　松之山

午前９時〜午後５時

成人講座 参加者募集！
◆申込み方法：４月26日㈫までに、申込書に参加費を添えて申し込んでください。

※申込みの少ないコースは中止することがあります

※下表参加費のほか、テキストや教材費が別途必要です

コース 内　　容（講　師） 日　時 開講日（回数） 定員 参加費

洋　画
　えんぴつ・木炭デッサンから水彩画・油絵
まで、目標は市展出品です。（小林順二さん）

第１・３木曜日
午後７時〜９時

４月28日㈭
（通年20回）

20人 4,000円

焼き物
　世界に一つのマイカップやおちょこを作り
ませんか。陶芸の基礎からろくろ引き、窯た
きまで。（高野秋規さん）

毎週火曜日
午後７時〜９時

５月24日㈫
（10月まで20回）

20人 4,000円

彫　刻
　彫刻の基礎から学びます。雪まつりでの雪
像づくりにも生かせます。（村山裕之さん）

第２・４水曜日
午後７時〜９時

５月11日㈬
（12月まで15回）

15人 4,000円

Excel
スペシャリスト

養成

　世界共通資格「Microsoftアプリケーション
スペシャリスト」合格を目指します。表作成
ができる人が対象です。（山内直道さん）

毎週金曜日
午後７時〜９時

５月27日㈮
（７月29日㈮まで10回）

15人 8,000円

茶　道
　宗徧流茶道の基礎をとおして、日常の作法
や和の心を学びます。（古澤芳子さん）

第１・３水曜日
午後７時〜９時

５月18日㈬
（通年20回）

15人 5,000円

　イベントいっぱい！親子でいっしょに楽しい時間

を過ごしましょう。

◆対　象：１歳～就園前のお子さんとその保護者

◆日　時：４月19日㈫～ 24年３月13日㈫の毎週火

　曜日午前10時～ 11時

◆会　場：４月～ 11月／市民体育館

　　　　　12月～ 24年３月／サンクロス十日町

◆内　容：リズム遊び、手遊び、工作、遠足、運動

　会、季節の行事など

◆参加費：4,000円（材料費や講師謝礼など）

※行事など必要経費を別途徴収する場合があります

※年間をとおして参加できない人は相談してくださ

　い

◆開講式：４月19日㈫（会場は市民体育館）

◆申込み方法：開講式の日に、申込書に参加費を添

　えて申し込んでください。なお、その後も随時受

　け付けます。

なかよしランド参加者募集

　東京の子どもたちとの交流や水族館ナイト

ツアー、チャレンジ登山など、学校や家庭で

はできない体験をしませんか。友だちの輪を

広げましょう！

◆対　象：市内の小学４〜６年生（４年生未

　満の妹・弟といっしょに参加したい場合は

　相談してください）

◆期　間：４月23日㈯～ 24年３月（全14回）

◆参加費：3,000円

※開校式で集めます（開校式に参加できない

　場合も入会できます）

※材料費など別途徴収する場合があります

◆定員：40人程度

◆開講式：４月23日㈯午前９時〜（会場は

　中央公民館）

◆申込み方法：電話またはＦＡＸで申し込ん

　でください

アドベンチャースクール
参加者募集

申込み・問合せ：中央公民館　☎757-5011・FAX757-5010

内　　　　容（講　師） 日　　時 定員

コ
ー
ス

花　道
（草月流）

　季節や行事に合わせて花を生けます。正月や雪まつり
をお花で飾ってみませんか。（富井美知子さん）

第１・３木曜日
午後７時30分〜

15人

着付け
　さまざまな着付けや帯結びを習います。十日町市にい
るなら、ぜひ着物を！初心者大歓迎です。（丸山幸枝さん）

毎週木曜日
午後７時30分〜

15人

料　理
　気軽に作れる晩ごはんのおかずを作ります。男女問わ
ず、夕食ついでに来てみませんか。（関野裕子さん）

毎週木曜日
午後７時〜

15人

ヨ　ガ
　難しいポーズはないので、体が硬くても安心！初心者
を対象としたヨガを楽しみましょう。（中山修志さん）

毎週木曜日
午後８時〜

15人

シネマ＆
ビジュアル

　映像制作を学び、自作映画やプロモーションビデオを
制作します。（二瓶　光さん）

第１・３木曜日
午後７時30分〜

15人

パソコン
　ワード・エクセルの基本から、いろんなことを学べま
す。初心者大歓迎！（白川洋樹さん）

毎週木曜日
午後７時30分〜

15人

やきもの
　板作りやろくろを使って茶わんやお皿などのやきもの
を作ります。（村山和宏さん）

毎週木曜日
午後７時30分〜

15人

ク
ラ
ブ
バドミントン

　バドミントンをとおして、和気あいあいと楽しい時間
を過ごしましょう！（講師なし）

毎週木曜日
午後７時30分〜

なし

全体学習 　皆さんと公民館が協力して企画します。みんなで楽しく学びましょう！

自治会活動 　コース・クラブの枠を超えた出会いと仲間づくりを楽しみましょう！

NEW
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協働のまちづくりモデル事業・実施団体を募集します

とおかまち市民討議会2011 丸
山
　
秀
二
（
稲
葉
・
69
歳
）

教
育
文
化
功
労

道
路
維
持
功
労

平
野
　
正
義
（
千
手
上
町
・
88
歳
）

保
健
衛
生
功
労

井
之
川
和
子
（
如
来
寺
・
66
歳
）

室
岡
　
裕
之
（
松
代
・
58
歳
）

平成22年度

十日町市市政功労者表彰十日町市市政功労者表彰
　３月30日㈬、 市役所で平成22年度十日町市ほう賞授与式が行われ、23人がほう賞

を受賞しました。長年にわたり各分野で活躍し、市の発展に寄与した功績が認められ

たものです。皆さん、おめでとうございます。   (敬称略)

交
通
安
全
功
労

岡
村
　
善
一
（
高
山
第
３
・
72
歳
）

髙
橋
多
一
郎
（
莇
平
・
62
歳
）

羽
鳥
　
菊
雄
（
中
屋
敷
・
60
歳
）

涌
井
　
誠
一
（
上
山
・
55
歳
）

防
災
功
労

児
玉
　
重
治
（
稲
葉
・
58
歳
）

矢
口
　
和
弘
（
駅
通
り
・
55
歳
）

根
津
　
英
二
（
田
川
町
１
・
62
歳
）

春
日
　
清
茂
（
本
町
５
・
58
歳
）

馬
場
　
彰
　
　（
学
校
町
・
57
歳
）

上
原
　
久
和
（
上
山
・
52
歳
）

山
田
　
政
孝
（
清
田
山
・
54
歳
）

桑
原
　
清
　
　（
小
出
・
55
歳
）

富
井
　
正
志
（
市
之
越
・
53
歳
）

髙
橋
　
邦
男
（
松
代
田
沢
・
60
歳
）

市
川
　
昭
義
（
松
代
田
沢
・
60
歳
）

本
山
　
利
明
（
上
之
山
・
53
歳
）

髙
橋
　
仁
　
　（
湯
本
・
52
歳
）

渡
邉
　
政
信
（
東
山
・
53
歳
）

若
月
　
正
富
（
湯
之
島
・
52
歳
）

　「とおかまち市民討議会2011」（㈳十日町青年会議所主催／十日町市・十日町市教育委員会共催）

が、５月22日㈰に千手中央コミュニティセンターで開催されます。

●市民討議会って何？

　市民討議会は、世代・職業・趣味などを超えて、無作為に抽出された市民が集まり、まちづくり

について話し合います。話し合われた結果は、市や地域・青年会議所・各種団体に届け、生かして

いくという新しい形の市民参加の機会です。十日町市では、平成21年度に初めて開催され、今年

で３回目の開催です。

●どんな人が参加するの？

　無作為に抽出された市民に案内状を送りました。案内状が届いた人が参加できます。手元に届い

た場合は、返信をお願いします。

●何のテーマで話し合うの？

　全国的には、まちづくりや、地域の問題・課題について意

見交換することが多いようです。今回は、「とり戻そう！！

賑わいのある中心市街地」について１日かけて話し合います。

話し合いの前に、専門家から情報提供（詳しい説明）があり

ますので、特別な知識や準備がなくても参加できます。

とおかまち市民討議会2011
とり戻そう！！賑

にぎ

わいのある中心市街地

昨年の「とおかまち市民討議会」の様子

見学
自由

協働のまちづくり情報33

　21 年度から始まっている協働のまちづくりモデル事業。これは、協働を広く理解するための見本・

手本として行われています。本年度の企画・運営を担う団体を募集します。事業の主旨をご理解のう

え、やってみたい・楽しみたいという皆さんの応募をお待ちしています。

モ デ ル
事 業 名

十日町市○
まるマル

○ネット
十日町市

棚田プロジェクト
みんなの芸術祭・

地域おもてなし事業
雪の国のおはなし

事業内容

　さまざまな分野の市
民活動団体を対象に、団
体同士の出会いと交流
の機会を設けるもので
す。情報交換やネット
ワークづくり、情報交流
の拠点も検討します。

　市内の美しい棚田・や
ま田を、市民みんなの財
産として認識するため
のきっかけづくりを行
います。

　芸術祭を活用して、地
域独自のおもてなしを
している団体のつなが
り・連携をとおして市全
体でのおもてなしのレ
ベル向上を目指します。

　雪をめぐるさまざま
な課題や、雪国特有の事
柄を掘り下げ、快適な
雪国生活を目指すため、
市報などで情報発信し
ていきます。

報 酬 報酬などはありません。

応募要件 市民活動団体やNPO法人など

実施期間 平成24年３月31日まで

申 込 み・
問 合 せ・

　４月28日㈭までに「希望モデル事業名」「団体名称」「代表者・担当者の連絡先（住所、氏名、電
話番号など）」を任意の様式に明記のうえ、規約などの写しを添えて、持参・郵送・FAX・電子メー
ルのいずれかで提出してください。
〒948-8501　十日町市千歳町３－３　企画政策課協働推進係
☎757-3693、FAX752-4635、e-mail：t-kikaku@city.tokamachi.lg.jp

【協働のまちづくりモデル事業実施団体募集要項】

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

と
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

再
開
し
ま
す

■
接
種
再
開
に
つ
い
て

　
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
、
接

種
後
の
死
亡
例
が
複
数
報
告
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
一
時
的
に
接
種
を
見
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
専
門
家
の
会

議
で
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
安
全
性

上
の
懸
念
は
な
い
と
さ
れ
た
た
め
、

４
月
１
日
か
ら
接
種
を
再
開
し
ま
し

た
。

■
接
種
後
の
副
反
応
に
つ
い
て

　
予
防
接
種
を
受
け
た
後
は
、
発
熱

な
ど
の
副
反
応
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
体
調
な
ど
を
医
師
と
よ
く

相
談
し
て
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
接
種
間
隔
に
つ
い
て

　
接
種
の
一
時
見
合
わ
せ
な
ど
に
よ

り
、
接
種
間
隔
が
予
定
よ
り
多
少
開

い
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
た
後
の
免
疫
へ
の
効

果
に
は
問
題
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
間
隔
が
多
少
ず
れ
て
も
、
な
る

べ
く
早
く
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

　
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係

　
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
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　「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
た
４
月
23
日

㈯
の
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
か
ら
５
月

12
日
㈭
ま
で
は
、
第
53
回
「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
で
す
。

　
情
報
館
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
読
書

を
勧
め
る
た
め
の
特
別
企
画
を
い
く
つ

か
用
意
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
を
き
っ
か
け
に
、
お
子
さ

ん
と
読
書
に
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
﹁
答
え
を
探
そ
う
！
○
×
ク
イ
ズ
﹂

■
期
間

　
４
月
23
日
㈯
〜
５
月
12
日
㈭

■
内
容

　
出
題
さ
れ
た
ク
イ
ズ
の
答
え
を
情
報

館
で
用
意
し
た
絵
本
の
内
容
か
ら
探
し

出
し
、
○
×
形
式
で
答
え
て
も
ら
い
ま

す
。
参
加
者
に
は
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

②
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー

 ﹁
親
子
で
読
み
た
い
絵
本
﹂

■
期
間

　
４
月
23
日
㈯
〜
５
月
12
日
㈭

■
内
容

　
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
親
し
ん
だ

絵
本
や
読
み
聞
か
せ
の
参
考
と
な
る
本

の
展
示
・
貸
出
を
行
い
ま
す
。
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
、

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
読
ん
だ
絵
本
を
、

お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
読
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

③
﹁
よ
む
よ
む
カ
ー
ド
﹂

■
期
間

　
５
月
12
日
㈭
ま
で
（
３
月
26
日
か
ら

配
布
し
て
い
ま
す
）

■
場
所

　
情
報
館
及
び
各
分
室

■
内
容

　
本
・
紙
芝
居
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

Ｃ
Ｄ
を
借
り
る
ご
と
に
、
一
つ
ず
つ
ス

タ
ン
プ
を
押
す
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま

す
。
ス
タ
ン
プ
10
個
で
景
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
　

 
普
段
の
読
み
聞
か
せ
の
会
も
、
い
つ

も
ど
お
り
開
催
し
ま
す
。
市
報
25
日
号

ガ
イ
ド
欄
の
「
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜
友
だ
ち
１
０
０
冊
つ
く
る
ん
だ
〜

　古文書や絵図、日記、昔の写真などは、家や地域の歩み・文化を未来に伝える大切な「文化遺産」

であり、私たちの「心のよりどころ」にもなります。

　「持っていられないけど、どうしようかな」「捨ててしまおうかな」と思ったら、情報館まで気軽

に相談してください。被災した歴史資料の取り扱いや保存方法についても、相談を受け付けています。

歴史資料とは？

　●古文書（和紙に墨で書いた書類や帳面）、和とじの書籍、絵図面など

　●明治・大正・昭和の日記、ノート、写真、手紙、ハガキなど

　●掛け軸などの書や絵画など

被災した歴史資料の取り扱いについて

●家屋や土砂で押し潰された古文書・写真・掛け軸類などは、土砂を払いのければ復元可能な場

合が多いので、なるべく廃棄しないようにしましょう

●入れ物の箱などが潰れた場合は、新しい箱に入れ替えてくだ

さい。それができなければ、とりあえず湿気を防げる場所か、

別の容器に移しておきましょう

●雨や水に濡れたものは、そのまま陰干しにしておいてくださ

い。ページとページがくっつかないように、新聞紙や障子紙

などをはさむとより良いです

■問合せ：十日町情報館　☎750-5100

捨てないで！ 歴史資料 「捨てればゴミ、残せば宝」。家や土蔵の建て替えや家財

の片付けで処分する前に、ぜひ相談してください。

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す

■
会
場
・
問
合
せ
　
情
報
館
　
　
　
　

　
☎
７
５
０
―
５
１
０
０

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す

【
ゆ
ず
り
ま
す
︼

◆
対
象
者

　
十
日
町
市
民

◆
申
請
期
間

　
4
月
11
日
㈪
〜
28
日
㈭

◆
申
請
方
法

：

品
物
を
譲
り
た
い
人

は
、
所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
品
物
の
写
真
を
添
付
し

て
十
日
町
市
消
費
者
協
会
事
務
局

（
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
内
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
用
紙
の
入
手
場
所

・
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
（
本
庁
舎

２
階
）

・
各
支
所

・
各
公
民
館

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
提
出
方
法

　
持
参
、
郵
送
も
し
く
は
電
子
メ
ー
ル

◆
取
扱
対
象
物
品

：

ス
ポ
ー
ツ
用
品

（
自
転
車
・
ス
キ
ー
な
ど
）、レ
ジ
ャ
ー

用
品
（
子
ど
も
用
滑
り
台
・
楽
器
・

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
な
ど
）、
乳
幼
児
・

子
ど
も
用
品
（
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
）、
介
護
用
品

（
介
護
用
ベ
ッ
ド
・
車
い
す
な
ど
）、

家
具
（
学
習
机
・
タ
ン
ス
な
ど
）、

家
電
製
品
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対

象
製
品
を
除
く
）

◆
取
り
扱
い
で
き
な
い
物
品

：

家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
対
象
製
品（
エ
ア
コ
ン
・

テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
な
ど
）、

長
期
保
存
で
品
質
が
変
化
す
る
も
の

（
動
植
物
・
食
品
・
た
い
肥
な
ど
）、

取
り
扱
い
に
特
別
な
資
格
が
必
要
な

も
の
（
医
薬
品
・
農
薬
・
灯
油
な
ど
）、

法
律
に
反
す
る
も
の
（
違
法
コ
ピ
ー

用
品
な
ど
）、
修
理
し
な
け
れ
ば
使

用
で
き
な
い
も
の
、
衣
類
・
お
も

ち
�
・
食
器
な
ど
、
そ
の
他
（
貴
金

属
・
金
券
・
車
・
バ
イ
ク
・
農
機
具
・

タ
イ
ヤ
・
パ
ソ
コ
ン
・
布
団
な
ど
）

【
ゆ
ず
�
て
く
だ
さ
い
︼

　
市
報
５
月
25
日
号
で
「
ゆ
ず
り
ま

す
」
の
品
物
一
覧
表
を
掲
載
す
る
予
定

で
す
。
希
望
者
が
多
い
と
き
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

【
注
意
点
︼

・
提
供
者
・
希
望
者
と
も
に
相
手
に
連

絡
先
を
提
供
す
る
こ
と
を
承
諾
し
て

く
だ
さ
い
。事
務
局
が
仲
介
し
ま
す
。

・「
○
○
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
募

集
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

　
市
消
費
者
協
会
（
産
業
振
興
課
商
工

振
興
係
内
☎
７
５
７

�

３
１
３
９
）

「
第
２
回　

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
」

〝
ゆ
ず
り
ま
す
〞
物
品
募
集

◎
国
民
年
金
の
ス
タ
�
ト
は
20
歳
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま

す
。
学
生
も
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

◎
就
職
・
退
職
し
た
ら
届
出
を

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
、

就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど

に
加
入
し
た
場
合
や
、
退
職
し
て
国
民

年
金
に
加
入
す
る
場
合
は
、
住
所
地
の

国
民
年
金
の
係
へ
届
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
の

扶
養
に
な
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
勤
務

先
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

　
年
金
手
帳
・
就
職
ま
た
は
退
職
日
が

分
か
る
証
明
書
（
就
職
の
場
合
は
就
職

先
の
健
康
保
険
証
で
も
可
）

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
月
額

　
国
民
年
金
保
険
料
は
前
年
度
比
80
円

減
の
１
５
、０
２
０
円
（
月
額
）
で
す
。

◎
免
除
︵
猶
予
︶
制
度
の
活
用
を

　
経
済
的
理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、申
請
免
除
（
猶
予
）

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
（
猶
予
）

期
間
は
、
年
金
受
給
に
必
要
な
資
格
期

間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
は
満
額
支

給
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

◎
学
生
納
付
特
例
制
度
の
活
用
を

　
一
般
的
に
学
生
は
所
得
が
な
い
た

め
、
保
険
料
を
自
分
で
納
め
る
こ
と
が

困
難
で
す
。
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
特
例
期
間
は
、
年
金
受
給
に
必

要
な
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
申
請
免
除
（
猶
予
）
と
学
生
納
付
特

例
は
、
10
年
以
内
に
追
納
す
る
と
通

常
に
納
付
し
た
場
合
と
同
様
の
扱
い

に
な
り
ま
す
の
で
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
人
は

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

◎
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
は
、
割
引
制
度
も
あ
り
、

納
め
る
手
間
や
納
め
忘
れ
も
な
く
便
利

で
す
。
手
続
き
は
預
貯
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
お
願
い

し
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
年
金
手
帳
・
預
貯
金
通
帳
・
印
鑑
（
通

帳
使
用
印
）

●
問
合
せ

市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
☎
７
５
７

�

３
７
４
８
、
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

り

春

し

な

ま

に

た
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地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。十日町産を食べよう！
地産地消

十日町産を食べよう！
農
家の
皆さんが

丹精
込めてつくっています。

　
下
水
管
の
修
理
・
清
掃
や
、
処
理
場

で
汚
水
を
き
れ
い
な
水
に
還
元
す
る
費

用
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
使
用
し
た

水
の
量
に
応
じ
て
下
水
道
使
用
料
を
納

め
て
も
ら
い
ま
す
。

　
使
用
料
に
は
、
水
を
た
く
さ
ん
使
う

ほ
ど
割
高
に
な
る
累
進
使
用
料
金
方
式

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

◆
貸
付
利
率
　
　
２
・
２
％

◆
貸
付
限
度
額
　
１
０
０
万
円

◆
返
済
期
間
　
　
最
長
60
か
月

　
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域
の
専
用
住
宅

に
つ
い
て
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
す
る
事
業

で
す
。
下
水
道
計
画
区
域
と
同
様
の
負
担
額

で
水
洗
化
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

下
水
道
と
同
額
の
使
用
料
を
納
め
て
も
ら
い
、

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
市
が
行
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
河
川
な
ど
の
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
を

担
う
重
要
な
施
設
で
す
。
こ
の
た
め
、

毎
年
投
資
を
行
い
、
下
水
道
が
使
用
で

き
る
よ
う
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
法
で
は
、
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
区
域
は
、「
遅
滞
な
く

下
水
道
に
流
入
さ
せ
る
た
め
、
排
水
設

備
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

義
務
付
け
て
い
ま
す
。
下
水
道
が
使
用

で
き
る
区
域
の
皆
さ
ん
は
一
日
も
早
い

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
整
備
区
域

３
年
以
内
の
接
続
を

下
水
道
使
用
料

下
水
道
接
続
工
事
へ
の
融
資
制
度

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域

浄
化
槽
整
備
事
業

　下水道は、何でも流せるという

ものではありません。廃油など、

処理場で処理できないものは流さ

ないようにしてください。下水道

を利用する一人ひとりが注意しま

しょう。

◎水洗便所では、トイレットペー

パー以外の紙や異物などを流さ

ないようにしましょう。

◎台所では、野菜くずやごはんの

残り物、食用廃油などを流さな

いようにしましょう。

合併処理浄化槽への転換を
　合併処理浄化槽を設置した家は、単独処理浄化槽・くみ取
りを設置した家に比べ、水路や川などに放流される生活排水
の汚れの量が約８分の１までに減少します。

下
水
道

問合せ
上下水道局

下水道維持係
☎757-3115

水
か
ら
聞
こ
え
る

あ
り
が
と
う

　発生件数270件・死者数５人・傷者数333

人。これは、平成22年中の十日町警察署管

内の交通事故数です。また、亡くなった５人

のうち４人が高齢者でした。このような悲惨

な交通事故を１件でも減らすため、当管内で

は警察・市・交通安全協会など、さまざまな

団体が協力し１年をとおして活動しています。

　桜の季節になり、新入学・新入園児も元気

に通学・通園を始めています。子どもたちを

交通事故の被害から守るためには、大人がド

ライバーとして、また歩行者として子どもた

ちに手本を見せなければなり

ません。

　多くの人から交通安全につ

いて考えてもらえるきっかけ

になるように、今回から毎

月10日号で交通安全につい

ての連載をすることにしまし

た。交通事故は他人事ではあ

りません。大切な人を守るため、一人ひとり

が、「交通事故を起こさない」「交通事故に遭

わない」ことを意識し、安全で住みよい町を

実現していきましょう。

●問合せ

　防災安全課交通防犯係　☎757-3197

ルールとマナーはあなたを守ります

３月の十日町警察署管内の交通事故

◆発生件数：110件

◆死 者 数：０人

◆傷 者 数：23人

新潟県交通安全
マスコット
ルルちゃん

No. ８ 雪下にんじん ニンジンとは思えない、フルーティーな甘み。野菜のスイーツ
とも呼べる甘いニンジン。お子さんでも生で食べられます。

　夏に種まきして育てたニンジンを収穫せず、３ｍを超す

雪の下で越冬させて熟成させます。早春（３月〜４月）、

残雪がまだ１ｍ以上ある畑の雪を割り、土を掘って収穫し

ます。雪の下でじっくり春を待つ間、ニンジンはその臭み

を甘みに変え、雪の潤いでジューシーに変身します。お子

さんでもフルーツ感覚で生で食べられる、とても甘いニン

ジンです。

　市内では主に中里地域で生産され、作付面積は津南町を

上回っています。豪雪地“十日町”ならではの特産品です。

〈収穫時期〉３月〜４月

〈おいしい食べ方〉生でサラダスティック、野菜サラダ、

　にんじんジュース、天ぷら　など

●問合せ　農林課農業企画係　☎757-3120
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の
よ
う
に
、
山
菜
と
し
て
食
べ
る
際
は

水
に
さ
ら
す
の
で
「
さ
ら
し
菜
升
麻
」

と
い
い
ま
す
。
松
代
地
域
で
は
食
べ
る

習
慣
が
な
い
よ
う
な
の
で
知
ら
な
い
人

が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
花
穂
は
目

立
つ
の
で
一
目
見
れ
ば
判
断
が
つ
き
ま

す
。

　

大
株
に
な
り
、
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
に

も
な
る
壮
大
な
も
の
で
、
秋
の
花
の
少

な
い
時
期
に
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま

す
。
山
菜
と
し
て
は
、
さ
ら
す
面
倒
が

あ
り
一
種
独
特
の
匂
い
が
あ
る
の
で
、

あ
ま
り
推
奨
で
き
ま
せ
ん
が
、
野
趣
あ

る
姿
を
眺
め
る
の
も
一
興
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
（
文
と
写
真　

高
橋
八
十
八
）

　

秋
も
か
な
り
更
け
て
か
ら
の
山
に
、

白
い
猫
の
尻
尾
の
よ
う
な
長
い
花
穂
を

立
て
て
い
る
植
物

を
見
か
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
松

代
地
域
に
は
あ
ま

り
多
く
は
な
い
も

の
で
、
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
科
の
多
年
草
で

「
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
」
で
す
。
信
州

の
更
級
地
方
の
更
級
で
は
な
く
、
ト
リ

ア
シ
シ
ョ
ウ
マ
や
ヤ
マ
ブ
キ
シ
ョ
ウ
マ

サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ

74
サラシナショウマ

　
松
代
支
所
の
庁
舎
改
修
工
事
が
終
わ

り
、
松
代
の
図
書
館
（
十
日
町
図
書
館

松
代
分
室
）
が
庁
舎
の
３
階
に
移
転
し

ま
し
た
。
小
・
中
学
生
の
バ
ス
の
待
ち

時
間
や
支
所
に
用
事
で
来
た
と
き
な

ど
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
雑
誌
や
児
童
書

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
支
所
２
階

に
は
「
市
民
い
こ
い
の
場
」
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
畳
と
床
が
半
分
ず
つ
に

な
っ
て
い
て
、
テ
レ
ビ
も
置
い
て
あ
り

ま
す
。
こ
ち
ら
も
休
憩
や
バ
ス
の
待
ち

時
間
な
ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
松
代
庁
舎
の
整
備
工
事
は
、
４
月
以

降
に
、
庁
舎
の
外
壁
塗
装
と
駐
車
場
の

舗
装
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
も
う
し
ば

ら
く
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
が
松
代
庁
舎
に
移
転

《開館時間》

　火〜金曜日：午後１時〜６時

　土・日曜日：午前10時〜午後５時

　月曜日・祝日：休館

　12月29日〜１月３日：休館

《問合せ》

　十日町図書館松代分室

　☎597-2615　FAX597-3560

消防松代分遣所　40年の歴史に幕
　３月31日㈭、松代分遣所の閉所式が行われまし

た。松代分遣所は、昭和47年、上越地域消防事務

組合の分遣所として開設。約40年にわたって松代

地域の安心・安全を守り続けてきました。４月か

らは、松之山分遣所と統合し、「十日町地域消防

署しぶみ分署」として新たに小谷地区に開設して

います。これからは、しぶみ分署を拠点に、松代・

松之山地域を守っていきます。

《しぶみ分署》

〒942-1402　十日町市松之山小谷969番地５

☎597-2310

　３月12日㈯午前３時59分の長野県北部地震では、

中里地域でも震度６弱を観測しました。この地震に

より、ユーモールも被災。駐車場が液状化現象で陥

没し、建物内も２階一部の天井が落下。スプリンク

ラー用の配管が破損して水が漏れ、２階から１階ま

で水浸しになりました。その中、店内の片づけに名

乗りを上げたのが、今年も雪原カーニバルに協力す

るため来市していたNPO法人国際ボランティア学

生協会（I
イ ヴ ュ ー サ

VUSA）の皆さん。自身も被災し、地震

の疲れがあるにもかかわらず、日頃のボランティア

経験を生かして手際良く片づけました。お店の人か

ら、「２度目の被災

で気分が滅入りまし

たが、手伝っていた

だいて本当に助かり

ました」と感謝の言

葉に、笑顔を浮かべ

ていました。

　
交
通
安
全
協
会
中
里
支
部
で
は
、
中

里
地
域
の
小
学
校
新
１
年
生
が
安
全
に

登
下
校
で
き
る
よ
う
に
、
毎
年
黄
色
い

カ
サ
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
児
童
の
皆
さ
ん
が
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
、
昭
和
51
年
に
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
昭
和
61
年
か
ら
は
カ
サ
も
追
加
。

現
在
に
至
り
ま
す
。
３
月
18
日
㈮
に
は

同
支
部
長
の
鈴
木
登
さ
ん
（
芋
川
）
が

卒業生と最後のリコーダー演奏

　３月24日㈭、市内の各小学校で卒業式が行

われました。その席を借り、リコーダーの特別

演奏会を行った貝野小学校リコーダー部。本

来なら３月27日㈰に開催される全日本リコー

ダーコンテストに出場する予定でしたが、東北

太平洋沖地震の影響で中止に。同部は毎年県大

会で金賞を獲得し、同コンテストでも入賞を果

たす強豪校です。部員の皆さんはコンテストに

向けて一生懸命練習を重ねてきました。保護者

や地域の皆さんが見守る中、コンテストで披露

する予定だった“組曲「英
えい

國
こく

戀
こい

物語エマ」より”

を息の合った演奏で披露。明るいリズムが体育

館に響きました。

育
む
地
域
の
宝

　
黄
色
い
カ
サ
に
込
め
る
思
い

各
小
学
校
を
訪
問
。
校
長
先
生
に
新
１

年
生
、
人
数
分
の
カ
サ
を
贈
呈
し
ま
し

た
。田
沢
小
学
校
の
吉
野
校
長
先
生
は
、

「
歴
代
の
１
年
生
が
こ
の
カ
サ
に
守
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
雨
が
降
っ
た
と
き
の
登
下
校

時
に
は
、
黄
色
い
帽
子
に
大
き
め
な
黄

色
い
カ
サ
を
さ
し
た
新
１
年
生
を
見
か

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
中
里
地
域
の
各
小
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
同
支
部
と
協
力
し
、
児
童
の
皆
さ

ん
が
自
転
車
に
乗
る
と
き
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
装
着
を
先
駆
け
て
実
施
。
ま
た
、

毎
年
４
月
に
は
同
支
部
と
協
力
し
て
自

転
車
安
全
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
今
年
の

７
月
14
日
に
は
地
域
の
死
亡
事
故
０
の

日
数
が
１
、
５
０
０
日
を
達
成
す
る
予

定
で
す
。
こ
の
日
数
が
一
日
で
も
伸
び

る
よ
う
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
交
通
安

全
を
お
願
い
し
ま
す
。

  災害ボランティア出動！
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ふるさとで夢がかないました

先月の小川将吾さんからのバトンタッチ

根津美里 さん
1987年生

中条保育園勤務

　
２
年
間
茨
城
で
保
育
園
に
勤
め
、
昨
年
４
月
か

ら
現
在
の
保
育
園
に
就
職
し
て
１
年
が
た
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
園
で
は
、
食
事
な
ど
の
と
き
、
一

人
の
保
育
士
が
決
ま
っ
た
子
ど
も
を
担
当
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
が
深
ま
り
、
個
性

に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
保
育
が
と
て

も
楽
し
く
て
、
保
育
園
に
来
る
の
が
う
れ
し
い
毎

日
で
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
保
育
士
に
な
り
た
く

て
ピ
ア
ノ
を
習
い
、
高
校
時
代
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
で
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
吹
い
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
野
球
部
が
見
事
に
甲
子
園
出
場
。
私
も
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
で
応
援
に
行
き
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
十
日
町
で
は
、
趣
味
の
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
も
楽
し
め
る
し
、
何
よ
り
も
、
こ
ん
な
に
す
て

き
な
職
場
に
出
会
え
ま
し
た
。
帰
っ
て
来
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ような運動を、「アスリートコース」では、将来トッ

プアスリートとして活躍できるような基礎づくりの

運動を中心に行います。

①土曜日コース

　日時：５月～ 24年３月、毎月第２・４土曜日

　　　　午前９時30分～ 11時30分

　会場：５月～ 10月市陸上競技場、11月～３月市

　　　総合体育館

②高学年アスリートコース

　日時：５月～ 24年３月、毎週金曜日

　　　　午後５時～６時30分

③低学年アスリートコース

　日時：５月～ 24年３月、毎週水曜日

　　　　午後５時～６時

④高学年運動あそびコース

　日時：５月～ 24年３月、毎週木曜日

　　　　午後５時～６時

⑤低学年運動あそびコース

　日時：５月～ 24年３月、毎週月曜日

　　　　午後５時～６時

※②～⑤まで会場は市総合体育館です。詳細はネー

ジュ事務局へ問い合わせてください。

　４月１日より「NPO法人ネージュスポーツクラ

ブ」が、市総合体育館をはじめとした体育施設の管

理運営を受託しています。一人でも多くの皆様から

気持ち良くご使用いただくため、スタッフ一同心を

こめて対応させていただきますのでよろしくお願い

します。

　適時このコーナーで情報を掲載しますので、皆様

のスポーツや健康づくりにご活用ください。

　内容もコース別になり、自分の目的に合わせて参

加できます。

　「土曜日コース」では、遊び感覚の運動から陸上

の専門練習まで総合的に、「運動あそびコース」では、

みんなで楽しく、身体を動かすことが好きになれる

健康支援課成人保健係
TEL757-9764問合せ

震
災
後
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
の
た
め
に

　
震
災
後
は
だ
れ
も
が
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
こ

こ
ろ
」
も
「
か
ら
だ
」
も
疲
れ
や

す
く
な
っ
た
り
、
不
安
定
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　
震
災
を
身
近
に
体
験
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
症
状
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
気
持
ち
が
高
ぶ
っ
て
寝
付
き
が

悪
く
な
っ
た
り
、
途
中
で
目
が

覚
め
た
り
す
る
。

●
強
い
不
安
や
心
配
、
恐
れ
の
気

持
ち
が
わ
く
。

●
涙
が
止
ま
ら
な
い
。

●
物
音
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激

に
も
び
く
っ
と
し
て
し
ま
う
。

こ
こ
ろ
や
か
ら
だ
に
現
れ
る
症
状

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
を
保
つ
た
め
に

●
で
き
る
だ
け
休
息
を
取
り
ま
し

　
ょ
う
。

●
お
互
い
に
声
を
か
け
合
い
ま
し

　
ょ
う

●
心
配
や
不
安
を
一
人
で
抱
え
ず

　
周
り
の
人
と
話
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
に
注
意
し
ま

　
し
ょ
う
。

●
食
事
や
水
分
は
十
分
取
り
ま
し

　
ょ
う
。

●
簡
単
な
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な

　
ど
、
か
ら
だ
を
動
か
す
よ
う
に

　
し
ま
し
ょ
う
。

―相談先―

■小千谷地域こころのケアセンター

　☎0258-82-0290

■十日町地域振興局健康福祉部

　☎757-2402

■健康支援課

　☎757-9764

●
食
欲
が
落
ち
る
。

●
疲
れ
や
す
く
、
か
ら
だ
が
だ
る

い
。

●
災
害
に
関
連
し
た
内
容
の
不
快

な
夢
を
見
た
り
、
災
害
の
体
験

に
関
連
し
た
光
景
が
繰
り
返
し

よ
み
が
え
っ
て
不
快
に
な
っ
た

り
す
る
。

●
以
前
と
比
べ
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て

怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
、
活
力

や
集
中
力
が
低
下
し
て
い
る
。

●
な
ん
と
な
く
落
ち
着
き
が
な
い
。

●
頭
痛
、
め
ま
い
、
吐
き
気
、
下

痢
、
胃
痛
、
ど
う
き
、
し
び
れ

な
ど
が
続
く
。

　
こ
れ
ら
は
被
災
す
る
と
誰
に
で

も
起
こ
り
う
る
正
常
な
反
応
で
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
時
間
の
経
過

と
と
も
に
回
復
し
て
い
き
ま
す
。

中
に
は
、
症
状
が
長
く
続
く
人
も

い
ま
す
。
心
配
な
と
き
は
、
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

村山　礼実
　　　　ちゃん

むらやま　あやみちゃん
平成19年11月15日生まれ
寿町１　　　　（写真右）

　４月から幼稚園に通っているあやみちゃんは、ま
なみお姉ちゃんとくるみお姉ちゃんが大好き！二人と
たくさん遊べる休みの日をとっても楽しみにしてい
ます。写真はくるみお姉ちゃんといっしょにパチリ。

山田　ひなた
　　　　ちゃん

やまだ　ひなたちゃん
平成19年12月25日生まれ
清田山　　　　（写真左）

　あおいお兄ちゃんが大好きなひなたちゃん。何でも
お兄ちゃんといっしょで、どこにでもついていきます。
こたつの上をステージにして踊ったり、変な顔でみん
なを笑わせたり、二人は家族のムードメーカーです。
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「ＴＡＣ陸上教室」が「ネージュ陸上運動あそび教室」へ変わります！
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

ケーキビュッフェであま〜い出会いを

Ｊ
Ｒ
千
手
発
電
所

桜
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

第
２
回

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
雑
貨
屋
さ
ん

　
桜
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
Ｊ

Ｒ
千
手
発
電
所
展
望
広
場
を
一
般

開
放
し
ま
す
。
駐
車
場
は
敷
地
内

の
空
い
て
い
る
場
所
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
4
月
20
日

㈬
～
5
月
8
日
㈰
午
前
９
時
～
午

後
４
時
●
会
場
＝
Ｊ
Ｒ
千
手
発
電

所
●
注
意
＝
発
電
所
内
の
立
入
禁

止
区
域
は
危
険
で
す
。
立
ち
入
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
信

濃
川
発
電
所
（
☎
０
２
５
８
―
82

―
２
７
０
２
）

で
い
っ
ぱ
い
の
雑
貨
屋
さ
ん
で

す
。
●
日
時
＝
４
月
24
日
㈰
・
25

日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
●
会

場
＝
駅
西
雪
国
ド
ミ
ノ
式
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
●
問
合
せ
＝
桑
原
（
☎
７

５
７
―
３
３
０
８
）

第
20
回
つ
く
し
祭
の
中
止

　
５
月
１
日
㈰
に
中
里
ユ
ー
モ
ー

ル
で
予
定
し
て
い
た
、
中
里
芸
能

協
会
主
催
「
第
20
回
つ
く
し
祭
」

は
、
地
震
の
影
響
で
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
●
問
合
せ
＝
中
里
芸
能

協
会
事
務
局
（
☎
７
６
３
―
３
１

６
４
）

　
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
メ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
に
各
教
室
の
体
験
会

が
行
わ
れ
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月

24
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
11
時
40

分
●
会
場
＝
市
総
合
体
育
館
●
参

加
費
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
ネ
ー
ジ

ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２

―
４
３
７
７
）

ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館

特
別
企
画
展
『
結
展
』

岡
田
紅
師
会

第
１
回
写
真
展

十
日
町
歌
謡
ク
ラ
ブ
発
表
会

地
域
医
療
魚
沼
学
校
開
校
式

●
日
時
＝
４
月
24
日
㈰
午
後
３
時

〜
（
開
場
２
時
30
分
）
●
会
場
＝

市
民
会
館
●
入
場
料
＝
１
、
０
０

０
円
（
当
日
１
、
３
０
０
円
）
※

売
上
げ
の
一
部
は
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
す
●
ゲ
ス
ト

＝
上
杉
香
緒
里
さ
ん
●
問
合
せ
＝

十
日
町
歌
謡
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
７

―
２
４
４
２
）

●
日
時
＝
４
月
16
日
㈯
午
後
２
時

〜
５
時
30
分
●
会
場
＝
魚
沼
市
小

　
源
氏
物
語
の
世
界
を
表
現
し
た

創
作
帯
結
び
を
展
示
し
ま
す
。
●

　
地
元
の
作
家
さ
ん
た
ち
の
作
品

●日時：５月15日㈰　午後２時〜５時30分

●会場：NASPAニューオータニ（湯沢町）

●対象：独身の人で、男性は20 〜 45歳、女性

は20歳以上

※カジュアルな服装でおいでください

●参加費：男性3,500円、女性2,000円

●定員：男性20人、女性20人（応募多数の場

合は抽選）

●応募方法：５月６日㈮までに、各公民館にあ

る所定の用紙を下記へ郵送またはFAX

●問合せ

　〒949-8523

　十日町市馬場丁1342

　水沢公民館　「別バラ」係

　☎758-3101　FAX758-3102

　
十
日
町
市
出
身
の
写
真
家
・
岡

田
紅
陽
の
作
品
と
、
紅
陽
を
師
と

仰
ぐ
会
員
の
作
品
展
。
●
日
時
＝

４
月
19
日
㈫
〜
24
日
㈰
●
会
場
＝

情
報
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
●
問
合
せ
＝

情
報
館（
☎
７
５
０
―
５
１
０
０
）

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課

程
で
す
。
●
日
時
＝
５
月
11
日
㈬

〜
12
月
14
日
㈬
の
毎
週
水
曜
日
午

後
７
時
30
分
〜
●
会
場
＝
中
央
公

民
館
●
受
講
料
＝
３
、
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
●
申
込
み
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か

手
話
教
室

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

体
験
教
室
・
イ
ベ
ン
ト

日
時
＝
４
月
24
日
㈰
〜
５
月
28
日

㈯
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
●
休
館

日
＝
毎
週
水
曜
日
（
５
月
４
日
は

営
業
）
●
入
館
料
＝
大
人
３
０
０

円
、
中
学
生
１
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料
●
会
場
・
問
合
せ
＝
キ

ナ
ー
レ（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

出
郷
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
●
参
加

費
＝
無
料
●
内
容
＝
地
域
医
療
魚

沼
学
校
の
概
要
説
明
・
基
調
講
演
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
●
問

合
せ
＝
県
立
小
出
病
院
（
☎
０
２

５
―
７
９
２
―
２
３
６
０
）

【
ス
タ
ー
ト
応
援
！
無
料
体
験
教

室
】
無
料
で
２
つ
の
教
室
を
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
●
期
間

＝
４
月
28
日
㈭
ま
で
●
そ
の
他
＝

バ
ス
利
用
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
【
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー

ル
体
験
会
】
●
日
時
＝
４
月
17
日

㈰
・
24
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分
●
参
加
費
＝
１
回
５
０
０

円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

７
５
８
―
３
３
４
３
）

　
定
期
点
検
の
た
め
、
４
月
21
日

㈭
・
22
日
㈮
は
休
館
し
ま
す
。
●

問
合
せ
＝
千
手
温
泉
千
年
の
湯

（
☎
７
６
８
―
２
９
８
８
）

千
年
の
湯
臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
を
対
象

に
募
集
し
て
い
た
23
年
度
人
間

ド
ッ
ク
は
、
定
員
に
達
し
ま
し
た

の
で
申
込
み
を
締
め
切
り
ま
し

た
。
今
回
申
し
込
ま
な
か
っ
た
人

は
、
６
月
か
ら
の
住
民
（
特
定
）

健
診
を
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
国

保
係
（
☎
７
５
７
―
３
７
３
５
）

人
間
ド
ッ
ク
の
申
込
み
を

締
め
切
り
ま
し
た

　
設
置
費
と
維
持
管
理
費
は
町
内

負
担
で
す
。
５
月
31
日
㈫
ま
で
に

町
内
単
位
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
防
災

安
全
課
交
通
防
犯
係
（
☎
７
５
７

―
３
１
９
７
）
ま
た
は
各
支
所
地

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

現
物
支
給
し
ま
す

●
期
間
＝
毎
月
第
３
土
曜
日
午
前

10
時
〜
※
８
月
・
２
月
は
休
み
●

会
場
＝
情
報
館
●
年
会
費
＝
１
、

０
０
０
円
●
講
師
＝
阿
部
洋
輔
●

申
込
み
＝
４
月
16
日
㈯
（
９
時
30

分
か
ら
情
報
館
で
受
付
）
●
問
合

せ
＝
太
田
（
☎
７
５
７
―
４
７
０

７
） 博

物
館
友
の
会
近
代
史
グ
ル
ー
プ

「
世
界
遺
産
を
学
ぶ
会
」

会
員
募
集

㈶
丸
山
育
英
会

平
成
23
年
度
助
成
金
・

奨
学
生
募
集

第
24
回 

信
濃
川
河
岸
段
丘

ウ
ォ
ー
ク
内
容
変
更
の

お
知
ら
せ

　
平
成
23
年
度
か
ら
、
新
た
に
助

成
事
業
を
実
施
す
る
団
体
・
個
人

を
募
集
し
ま
す
。【
助
成
金
】
新

潟
県
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
拠
点

を
有
し
、
学
術
・
芸
術
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
ぬ
き
ん

で
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体
及
び

個
人
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。
●

助
成
金
の
額
＝
団
体
に
対
す
る
助

成
金
２
０
０
万
円
以
内
、
個
人
に

対
す
る
助
成
金
１
０
０
万
円
以
内

硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

　
チ
ョ
ッ
ト
し
た
ゲ
ー
ム
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
●
期

間
＝
５
月
18
日
㈬
〜
６
月
22
日
㈬

の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分
●
会
場
＝
市
総
合
公
園

●
対
象
＝
テ
ニ
ス
歴
３
年
未
満
の

一
般
社
会
人
（
参
加
人
数
が
５
人

以
下
で
中
止
の
場
合
も
あ
り
ま

す
）
●
参
加
費
＝
３
、
０
０
０
円

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
関
口
（
☎

０
９
０
―
１
６
１
２
―
１
３
５

８
） 複

合
介
護
施
設
よ
し
だ

一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

　
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
に
開

催
予
定
の
第
24
回
信
濃
川
河
岸
段

丘
ウ
ォ
ー
ク
は
、
東
日
本
大
震
災

の
避
難
者
受
け
入
れ
の
た
め
、
６

コ
ー
ス
の
う
ち
、
Ａ
コ
ー
ス
50
㎞

（
津
南
町
〜
小
千
谷
市
）・
Ｂ
コ
ー

ス
42
㎞
（
中
里
〜
小
千
谷
市
）
を

中
止
し
、
Ｃ
〜
Ｆ
コ
ー
ス
の
み
実

施
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
市
総
合

体
育
館
（
☎
７
５
２
―
４
３
７

７
）、
川
西
総
合
体
育
館
（
☎
７

６
８
―
２
１
６
７
）、
中
里
公
民

館
（
☎
７
６
３
―
２
４
９
３
）

（福）

　
事
業
開
始
前
に
一
般
公
開
し
ま

す
。
●
日
時
＝
４
月
23
日
㈯
・
24

日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
●
会

場
＝
南
鐙
坂（
鐙
島
小
学
校
付
近
）

●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
十

日
町
　
祉
会
法
人
事
務
局
（
☎
７

５
２
―
７
６
７
０
）

●
事
業
対
象
期
間
＝
4
月
1
日
～

24
年
３
月
31
日
㈯
●
申
請
期
限
＝

5
月
31
日
㈫
※
必
要
書
類
な
ど
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
奨
学
生
】
新
潟
県
内
の
高
等
学

校
に
在
学
す
る
生
徒
を
対
象
に
奨

学
金
を
給
付
し
ま
す
。
申
込
み
な

ど
は
今
ま
で
ど
お
り
在
籍
す
る
高

等
学
校
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
㈶
丸

山
育
英
会
事
務
局
（
☎
７
５
７
―

８
１
９
９
）

　
お
お
む
ね
30
代
半
ば
ま
で
が
対

象
で
す
（
要
予
約
）。
予
約
人
数

が
２
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
次

回
以
降
の
利
用
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月

21
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●

会
場
＝
本
町
分
庁
舎
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
が
お

か
（
☎
０
２
５
８
―
38
―
６
１
８

１
） 春

の
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

ア
ロ
ハ
・
ビ
ヨ
ン
・
ザ
・

リ
ー
フ
会
員
募
集

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
心
身
と
も
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
お
子

さ
ん
連
れ
や
男
性
も
大
歓
迎
で

す
。
●
日
時
＝
毎
週
土
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
●
会
場
＝
中
央
公
民

館
●
参
加
費
＝
入
会
金
２
、
０
０

０
円
、
月
額
２
、
０
０
０
円
●
講

春
の
農
作
業
安
全
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
！

　
毎
年
こ
の
時
期
に
は
、
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
に
よ
る
事
故
や
田
畑
へ

問
合
せ
＝
４
月
27
日
㈬
ま
で
に
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７
５
０
―

５
０
１
０
）

師
＝
プ
ア
リ
リ
ア
ク
ウ
カ
ラ
ニ
上

村
セ
イ
さ
ん
（
新
潟
市
在
住
）
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
山
川
（
☎
７

５
７

│

５
８
２
０
）

域
振
興
課
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お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

▼
３
月
末
の
快
晴
の
朝
、
儀
明
集
落
の
あ

る
家
に
「
行
政
情
報
無
線
機
」
の
取
り
付

け
に
伺
い
ま
し
た
。
無
線
機
故
障
の
連
絡

後
に
長
野
県
北
部
地
震
が
発
生
。
避
難
や

断
水
の
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
わ
び
つ
つ
作
業
を
し
て
い
る

と
、
地
震
直
後
の
避
難
の
様
子
や
新
潟
地

震
の
と
き
の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
高

齢
の
ご
夫
婦
か
ら
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
役
所
の
人
も
大

変
だ
っ
た
ろ
う
と
優
し
い
言
葉
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
豪
雪
・
地
震
と
続
い
た
災
害

に
年
度
末
も
重
な
っ
て
、
心
身
と
も
に
疲

弊
気
味
で
し
た
が
、
何
気
な
い
会
話
に
癒

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
。

▼
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
年

ぶ
り
の
松
代
広
報
担

当
（
佐
）
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

▼
い
よ
い
よ
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

年
度
末
に
発
生
し
た
震
災
で
大
忙
し
だ
っ

た
た
め
か
、
来
年
度
の
目
標
を
考
え
る
間

も
な
い
ま
ま
い
つ
の
間
に
か
新
年
度
を
迎

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
我
が
係
も
４
人
の

う
ち
２
人
が
異
動
し
、
新
し
い
雰
囲
気
で

仕
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。（
ふ
）
も
広

報
４
年
目
。
今
ま
で
の
仕
事
ぶ
り
を
振
り

返
え
り
つ
つ
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
が
激

し
い
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
広
報
の
姿
を
新

体
制
の
中
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

▼
震
災
で
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
。
本

号
は
「
ま
ち
の
話
題
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
無

い
と
い
う
残
念
な
事
態
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
楽
し
い
話
題

を
届
け
て
い
き
ま

す
。

　廃棄物の野焼きは、ダイオキシンなどの有害物質を排出するだけでな

く、煙による健康被害や火災の原因にもなります。

　廃棄物処理法では、どんど焼きなどの慣習上や宗教上行われる焼却や

農業などを営むうえでやむを得ない焼却（くん炭づくりなど）、たき火

など日常生活の中で通常行われる軽微な焼却を除き、廃棄物の野焼きを

禁止しています。違反すると罰則（５年以下の懲役または 1,000 万円

以下の罰金）の対象となります。また、禁止の例外とされる行為も周り

の生活環境に影響しないよう配慮が必要です。

　不法投棄は、土壌汚染や水質汚濁などの公害となるだけでなく、景観

の破壊にもつながります。違反すると、野焼きと同様の罰則が課せられ

ます。

　家庭の廃棄物を処分する場合は、市の定めた分別を守って処理し、テ

レビなど法律でリサイクルが定められているものは、指定された方法で

処理してください。

■問合せ：南魚沼環境センター　☎ 025-772-8154

　　　　　十日町市環境衛生課　☎ 752-3924

野焼き・不法投棄をなくしましょう

　市では、自主財源の確保や事業所などの

PRを目的に皆さんからの広告を募集します。

掲載する大きさは１枠当り縦48㎜×横84㎜

で、連結して２枠（縦48㎜×横176㎜）使用

することもできます。企業PRやタイムリー

なお知らせにご利用ください。

市報掲載の広告を募集します！ ●料　金（各月２号発行分当たり）　（税込）

１か月 ２か月 ３か月
１枠 40,000円 75,000円 110,000円
２枠 75,000円 140,000円 205,000円

※制作料5,250円〜　
●申込み：アイプランニング（高速印刷㈱）
　　　　　☎0258-21-2842（担当：皆川）
　　　　　e-mail：minagawa@kousoku-print.jp
●問合せ：企画政策課広報広聴係　☎757-3112

※この枠は２枠連結した広告サイズとほぼ同じ大きさです

の
行
き
帰
り
途
中
で
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
常
に
ゆ
と
り
を

持
っ
た
作
業
と
運
転
を
心
が
け
、

路
肩
や
ほ
場
の
段
差
に
十
分
注
意

し
て
転
倒
事
故
な
ど
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
農
作
業
に
出
か
け

る
と
き
は
、
家
族
や
周
囲
の
人
に

行
き
先
を
伝
え
、
一
人
だ
け
の
作

業
は
で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ

う
。
●
問
合
せ
＝
農
林
課
農
業
企

画
係
（
☎
７
５
７
―
３
１
２
０
）

　
集
落
な
ど
で
共
同
で
使
用
す
る

小
型
除
雪
機
を
貸
与
し
ま
す
。
●

対
象
＝
10
世
帯
以
上
で
構
成
す
る

自
治
会
や
除
雪
組
合
、
集
落
●
貸

与
機
械
・
台
数
＝
出
力
28
馬
力
、

除
雪
幅
１
・
１
ｍ
・
３
台
（
予
定
）

●
貸
与
条
件
＝
導
入
費
用
の
２
分

の
１
に
相
当
す
る
金
額
を
負
担
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
４
月
15
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
建
設
課
維
持
係

（
☎
７
５
７
―
９
９
３
２
）
ま
た

は
各
支
所
農
林
建
設
課

小
型
除
雪
機
械
共
同
導
入
事
業

小
型
除
雪
機
を
貸
与
し
ま
す

23
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
の
お
知
ら
せ

　
長
野
県
北
部
地
震
で
「
災
害
救

助
法
」
が
適
用
さ
れ
た
新
潟
県
の

３
市
町
（
十
日
町
市
・
上
越
市
・

津
南
町
）
及
び
隣
接
地
域
で
、
被

害
に
遭
っ
た
人
か
ら
申
出
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
特
別
措
置
を
講
じ

長
野
県
北
部
の
地
震
で
被

災
し
た
人
に
対
す
る
電
気

料
金
な
ど
の
特
別
措
置
に

つ
い
て

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。内
容
は
、

電
気
料
金
の
早
収
期
間
及
び
支
払

期
限
の
延
伸
、
不
使
用
月
の
電
気

料
金
の
免
除
、
工
事
負
担
金
の
免

除
、
臨
時
工
事
費
の
免
除
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
―
１
７
５
―

市
民
会
館
ホ
ー
ル
使
用
料

が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　
４
月
１
日
か
ら
使
用
料
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
●
主
な
変
更
点

　
４
月
１
日
か
ら
使
用
料
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
●
主
な
変
更
点

＝
①
音
響
器
具
・
照
明
器
具
を
細

分
化
し
、
利
用
形
態
に
あ
っ
た
料

金
を
設
定
③
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の

利
用
料
金
引
き
下
げ
●
問
合
せ
＝

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
☎
７
６
８
―
２
３
０
８
）

４
６
６
）
※
受
付
時
間

：

月
〜
金

曜
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
、

土
曜
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
祝
日
は
除
く
）

録
審
査
が
必
要
で
す
。
●
日
時
＝

4
月
15
日
㈮
・
6
月
17
日
㈮
・
8

月
19
日
㈮
・
10
月
21
日
㈮
・
11
月

18
日
㈮
・
24
年
1
月
20
日
㈮
・
2

月
17
日
㈮
の
午
前
10
時
〜
午
後
2

時
30
分
●
会
場
＝
4
・
8
・
11
・

1
月
は
県
庁
、
6
・
10
・
2
月
は

長
岡
地
域
振
興
局
●
持
参
す
る
も

の
＝
①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
銃
砲
刀
剣
類
②
銃
砲
刀
剣
類

発
見
届
③
手
数
料
（
1
件
に
つ

き
県
収
入
証
紙
6
、
３
０
０
円

分)

●
問
合
せ
＝
県
教
育
庁
文
化

行
政
課
（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―

５
６
１
９
）

寄付ありがとう ３月25日届出分まで（敬称略）

●豪雪災害寄附金へ＝世田谷区（100,000円）、㈱第四
銀行（500,000円）、㈱北越銀行（500,000円）、㈱大
光銀行（500,000円）

●とおかまち応援寄附金へ＝市村正史（本町６- ３）
●つくし園へ＝日本生命労働組合長岡支部（療育遊具）
●情報館へ＝十日町ロータリークラブ（DVD資料約

７万円分）、田口節子（下川原町）、本田欣二郎（袋町中）、
田村シゲ（中条旭町）、髙橋一（三領）、庭野勇吉（高
田町３西）、蕪木勝行（太子堂）

　３月31日まで受け付けていた豪雪災害

義援金について、たくさんのご厚意をいた

だきました。ありがとうございました。い

ただいた義援金は配分委員会で審議・決定

し、被災した皆さんのために役立たせます。

豪雪災害義援金ありがとうございました
計1,907,935円

十日町市成人式十日町市成人式
平成23年度

　十日町市出身であれば、市外に転出して

いる人でも参加できます。（申込み不要）

◎日　時：５月３日（憲法記念日）

　　　　　午前11時〜午後０時15分

◎会　場：クロス10

※駐車場のスペースが限られています。で

きるだけ自家用車での来場はご遠慮くだ

さい。

◎内　容：式典、市民吹奏楽団による記念

　　　　演奏やミニコンサートなど

　市民の皆さんからの、新成人へ向けた

メッセージを募集しています。直筆のもの、

写真などにメッセージを込めたものなど形

は問いません。成人式当日、会場に展示し

ます。４月27日㈬までに、生涯学習課ま

たは最寄りの公民館へお届けください。ま

た、新成人の輝かしい未来を祈って、折り

鶴を会場に飾りたいと考えています。最寄

りの公民館などに折り紙を備え付けますの

でご協力をお願いします。

●問合せ

　成人式実行委員会事務局（生涯学習課内） 

　☎757-8918　FAX757-5010

　※電子メールでのメッセージは

　　t-edu-gakushu@city.tokamachi.lg.jp

新成人へ向けたメッセージ募集と
　　　  激励の折り鶴作成のお願い！ 　きもの産地ならではの春のまつりに、きものを

着て参加しませんか。着付け、昼食付きです。き
ものを持っていない人には、十日町のきものを貸
し出します。
■期　日：５月３日（憲法記念日）
■参加費：きもの持参者／ 2,000円（着付料、昼
　食代）、きもの貸出者／ 5,000円（きもの貸出料、
　着付料、昼食代）
■定　員：きもの持参／ 10人
　きもの貸出／女性25人（振袖20人・付下５人)
　　　　　　　男性６人
　※先着順。定員になり次第締め切ります
■申込み・問合せ
　市観光協会十日町支部　☎757-3345
　http://www.tokamachishikankou.jp/
※きものまつりのイベント情報は市報４月25日
　号に折り込み予定

第35回 十日町きものまつり
きものの里をきもので歩こう! 参加者募集

(佐)(ふ)

＝
①
仕
込
み
及
び
リ
ハ
ー
サ
ル
時

の
ホ
ー
ル
使
用
料
は
、
通
常
使
用

料
の
0
・
７
倍
②
音
響
器
具
・
照

明
器
具
を
細
分
化
し
、
利
用
形
態

に
あ
っ
た
料
金
を
設
定
③
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
の
利
用
料
金
引
き
下
げ

●
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館
（
☎
７

５
７
―
５
０
１
１
）—

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
の
使
用

料
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　
銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
は
、
登
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松
之
山
小
学
校

高橋　航
こう

太
た

さん（６年）
　工夫したところは、学校のまわりの山や木を描いたところです。右側の木は、絵の具に水をたくさん混ぜて本物の色に近づけました。

　
で
ん
せ
つ
魚
つ
り

小見　海
かい

斗
と

さん（３年）

　ぼくとお父さんが魚つりに行った

ときのことを思い出して作りまし

た。見たことのない伝説の魚がつれ

そうな気がしてわくわくしました。

　
じ
ん
じ
ゃ
で
お
ま
い
り

丸山　敬
たか

済
ずみ

さん（２年）
　かぞくでおまいりにいきました。おねがいしたことは、ひみつです。むずかしかったのは、手をまげて合わせるようにすることです。

■ 人　口  59,673人（－294）  男  29,166人（－146）  女  30,507人（－148）
■ 世帯数  20,008世帯（－24） ３月末現在※暫定数（　）は前月からの増減市民の動き

70

松
之
山
小
学
校

　

ぼ
く
が
１
人
で
留
守
番
を
し
て

い
た
と
き
に
、
歯
を
か
ま
っ
て
い

た
ら
ぬ
け
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
歯
を
見
て
い
る
よ
う
に
、
目

玉
の
向
き
を
く
ふ
う
し
ま
し
た
。

内
山
 
直な
お

史ふ
み

さ
ん
（
４
年
）

歯がぬけた

　

わ
た
し
と
弟
が
ダ
ン
ゴ
と
く
だ

も
の
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
の
で
、

そ
の
と
き
の
こ
と
を
は
ん
が
に
し

ま
し
た
。
ま
た
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小
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）

おいしいダンゴと
　　くだもの食べたいな

■ 人　口  59,673人（－294）  男  29,166人（－146）  女  30,507人（－148）

　
雪
の
山
で

　
　
き
つ
ね
と
遊
ん
だ

村山　実
み

徳
のり

さん（５年）

　雪の山できつねと遊んでいるとこ

ろを想像してかきました。山を雪で

白くしたところと屋根から雪が落ち

ているところをくふうしました。
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